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『竹嬾茶衡』拾遺
―明末の文人李日華の喫茶生活―
井　上　充　幸
Re-compilation of “Zhulan Chaheng”
— The Tea Drinking Life of Li Rihua, an Intellectual of the Late Ming Period —
INOUE Mitsuyuki
　本稿は、李日華（1565－1635）が書き残した著書に基づき、明代末期の中国江南にお
ける茶文化について論じる。まず、宋・元・明の各時代における、文人たちの茶に対
する嗜好の変化、とりわけ抹茶から葉茶への転換について概観する。次いで、江南各
地の銘茶の特徴とその評価について、茶の栽培や焙煎など技術的側面に関する事柄に
ついて、茶を点てる際に欠かすことのできない名水の品評について、李日華自らの言
葉により、それぞれ詳しく紹介する。また、禅宗寺院が明代末期の茶文化の発展と普
及に果たした役割についても言及する。そして最後に、李日華をはじめとする明末の
文人たちにとって、茶は日常生活に欠かすことのできないアイテムであり、彼らの深
く豊かな精神世界と密接に結びついていたことを述べる。
キーワード：李日華（Li Rihua）、文人（intellectual）、茶（tea）、水（water）
1 ．序説
　中国近世の文人生活において、茶は欠かすことのできない必須アイテムであった。南宋の時代から、
江南を中心に洗練と深化の度合いを深めてきた文人趣味は、明代後半期に至ってその頂点に達した。本
稿では、明代後半期の中国における茶文化の重要な担い手であった文人の中から、李日華という人物を
採り上げる。
　李日華（1565－1635）は、字は君実、号は九疑・竹嬾道人、浙江の嘉興府秀水県の人である。詩文・書
画に巧みで、書画・骨董の賞鑒に卓越し、王惟儉・董其昌らと並び称された。万暦二〇年（1592）の進士
であるが、官僚としての業績にさほど見るべきものは無く、その生涯の大半を、郷里における悠々自適
の趣味生活に費やした。主な著書に『六軒斎筆記・二筆・三筆』、『紫桃軒雑綴・又綴』、文集に『恬致堂
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集』がある。また、『味水軒日記』を書き残しており、万暦三七年（1609）正月一日より同四四年（1616）
一二月四日までの八年分が現存している1）。
　本人には失礼ながら、李日華は必ずしも有名な人物とは言い難い。しかしながら、明末の文人にふさ
わしく、文人生活のあらゆる側面に精通しており、それは茶の分野に関しても例外ではない。李日華に
は、かつて『竹嬾茶衡』という茶に関する専論があったようだが、おそらくは明清鼎革の際に散逸し、
現在は『紫桃軒雜綴』卷一に、その一部分が収められるのみである。それでも、彼の著述には茶につい
て言及した文章が多数収められており、そこから彼の茶に対する独自の見識や嗜好をうかがい知ること
ができる。また『味水軒日記』は、いつ・どこで・だれと・どのように茶を嗜んだかが具体的にわかる
貴重な史料である。
　本稿は、こうした記事を抽出・構成することによって、失われた『竹嬾茶衡』を今一度作り直してみ
ようという試みであり、「拾遺」と題した所以である。それによって、李日華をはじめとする、明末に生
きた文人たちの日常生活における喫茶の具体的なありようについて、一瞥することとしたい。
　まずその前に、先行研究に基づきつつ、近世中国における喫茶文化の変遷について概観しておこう。
2 ．近世中国における喫茶文化の変遷
　宋から明に至るまで間に、文人の茶に対する嗜好は重大な変化を遂げた。抹茶から葉茶への転換であ
る。
　宋代を代表する喫茶法は、茶の粉末に湯をかけて攪拌して飲む点茶法であった。粉末にした茶葉その
ものを摂取するこの方法は、北宋末の徽宗のサロンにおいて究極に達した。複雑怪奇な製造工程、高価
な茶道具の数々、そして面倒な作法を必要とする点茶法は、まさしく帝王の茶と呼ぶにふさわしいもの
であった。やがてこの方法は我が国にも伝えられ、後に茶の湯へと発展していくこととなる。
　一方で、唐の陸羽によって体系化された煎茶法、すなわち茶の粉末を湯で煮出して飲む方法も、依然
として根強く存在し続けた。こちらは、質素にして古雅な喫茶法として、隠逸生活を志向する文人に愛
好された。また、時代が下るにつれて、茶葉のほかに様々な香料を加える飲み方も、「茶の真味を損な
う」として、文人たちからは次第に退けられるようになったが、それでもなお多くの人々に愛好された2）。
　李日華は、唐から宋にかけて起こった、喫茶の普及と茶葉の生産量の増大について、こう記す。
　「摂山の栖霞寺には茶畑がある。そこの茶樹は薮の中に乱生し、人が手入れしたり植えたりしたも
のではない。…（中略）… 茶事は唐代の末まではあまり盛んではなく、隠者や風雅な人士が、手ずか
ら荒れ果てた雑草だらけの畑で茶葉を摘み、その精髄を抽出して神霊に供えた。雲霧や露などの自
 1） 李日華については、井上充幸「明末の文人李日華の趣味生活―『味水軒日記』を中心に」（『東洋史研究』第59巻第
1 号、2000年 6 月）を参照。なお、文中に示される史料中の年月日は、すべて旧暦である。
 2） 高橋忠彦「中国の喫茶の重層性―詩語と真実」（『アジアの茶文化研究』アジア遊学第88号、勉誠出版、2006年 6 月）85
－86頁、92－93頁、96頁。
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然の風味が豊かであったのはそのためである。宋代に至り、茶の貢納制度を設けて皇帝の御用に充
てたため、士大夫は益々これを尊び、民間にもその習俗が広く浸透し、ついに不可欠のものとなっ
たのである。そのため茶の栽培者は水と肥料を施し、野菜と同じように栽培したので、茶本来の味
は落ちてしまった。」3）
　元代に入ると、これら中国伝統の飲み方に加えて、チベットやモンゴル、そして西域の喫茶法が中国
にもたらされた。家畜の生乳そのもので茶葉を煮出す、あるいは生乳やバターなどの乳製品を加える飲
み方は、羊肉料理などとともに、主に上流階級の間で普及した。ユーラシア全域を「混一」した元の支
配の下、中国における喫茶法は一層多様化したのである4）。
　この状況は、明代に入って一変した。明の太祖、朱元璋（洪武帝）が、宋代以来、福建の建寧から宮中
に献上されていた大小龍団（固形茶）の製造を廃止させ、摘み取った芽茶をそのまま貢納させるよう命じ
たのである。その目的は、茶戸の労力を省くとともに、徭役を免じて茶葉の生産に労働力を集約するた
めであった5）。実は直前の元の時代から、「重散略餅」、すなわち抹茶よりも葉茶を重んじる傾向が、やは
り文人たちの間で見られたが、朱元璋のこの方針は、これを「公式」に決定づけることとなった。この
方針が採られた理由については、朱元璋が贅沢を嫌ったためとも、最高級の点茶が貧農出身の朱元璋の
口に合わなかったためとも言われているが、注目すべきは、戦略物資としての茶の重要性である。茶と
馬とのバーター貿易を通じて、モンゴル・チベット・西域などの周辺諸族を制禦することは、明朝一代
を通じて外交の重要な柱であった。とりわけ明代初期は、北方に退いたとはいえ、依然として強勢を保
つモンゴル系の諸勢力に対抗するため、茶の生産性を可能な限り高めて大量の軍馬を確保することは、
まさしく死活問題だったのである。
　とまれ、朱元璋の第一七子であった朱権（寧王）が、前代までの諸書の記事を集めて編纂した『茶譜』
において、喫茶法の簡略化を主張してから、点茶法は急速に廃れていったという6）。成化二三年（1487）に
『大学衍義補』を著した丘濬は、当時、中国の南方の一部で抹茶がわずかに行われているほかは、葉茶が
普遍化し、周辺諸民族も含めて、世間では抹茶の存在を知らなくなった、と述べている7）。
　李日華は、銘茶として古来定評のあった顧渚茶についてこう述べる。
　「唐代の顧渚山には明月峡と金沙泉があり、紫笋茶を産出した。…（中略）…宋代の蔡襄は、その製
法を応用して建渓の茶を造り、磨きをかけた。元代は馬乳酒とバター茶ばかりで、顧渚茶の話は聞
かない。わが明代には、ただ葉茶のみを尊び、固形茶の製造は途絶えてしまった。洪武年間におけ
 3） 『六軒齋二筆』卷一。摂山とは、江蘇の江寧にある山の名で、棲霞山とも呼ばれる名勝。
 4） 陳高華「元代飲茶習俗」（『歴史研究』1994年第 1 期）100－102頁、同「元代大都的飲食生活」（『中国史研究』1991年第 4
期）118－119頁。
 5） 『明太祖実録』卷二一二、洪武二四年九月庚子（一六日）条。
 6） 柏凡『中国飲茶』（余悦主編『茶文化博覧』、中央民族大学出版社、2002年12月）36－37頁。
 7） 布目潮渢『緑芽十片』（岩波書店、1989年 4 月）236－237頁。
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る顧渚茶の貢納額は、わずか五〇斤あまりにとどまった8）。」
　やがて葉茶の使用は、江南の文人たちの嗜好に適ったこととも相俟って、華美を排し実質を重んじる
泡茶法の全盛時代が到来した。
　明代後半期はまた、茶に関する書物、すなわち茶書が激増した時代でもあった。その分量は、点茶法
全盛の宋代をはるかに凌駕した。当初その内容は、陸羽『茶経』をはじめとする前代までの諸文献を引
用・羅列するものが大半であったが、次第に泡茶の優位性、すなわち茶葉そのものの持ち味を全面的に
引き出し得た、という自覚と自信を深めた明代文人たちは、著述の中で独自の議論を展開していった。
また、かかる風潮の中、専著を著さずとも、茶に対してなにがしかの一家言を持つ人物が多数登場した。
　万暦三七年（1609）七月二七日に、李日華のもとを訪れた臧懋循は、自ら出版した書物の話をする傍
ら、こう述べたという。
　「わが明代は、昔に比べてあらゆる物事のレベルが落ちている。遙かに上回っているのは、茶と酒
と墨と、そして打棗歌（当時流行していた民間歌謡）だけだ9）。」
　また沈徳符は、以上の状況を総合してこう述べる。
　「思うに茶に香料を加え、これを搗いて固形茶にしてしまえば、その真味は失われてしまう。宋の
時代には宮中に繍茶の制があったが、これこそ水厄の中でも最たるものであろう。今の人はただ新
芽の良いもののみを摘み、泉水を汲んで貯蔵し、お茶を点ててはすぐそれを啜り、遂に古今を通じ
て最高の喫茶法を編み出したのである。実はこの方法を始めたのが我が太祖であることは知られて
いないのだが、これこそまことに「聖人は先ず我が心を得る」（『孟子』告子章句上）というものだ。こ
れには、陸羽の霊魂も必ずや首をうなだれて従い、蔡襄も地下にあって舌を巻いて引きさがること
であろう10）。」
　いずれの記事からも、明末文人の自らの喫茶法に対する自信のほどが見て取れる。
 8） 『六軒齋三筆』卷三。顧渚山は、現在の江蘇省宜興市と浙江省湖州市の境にある山。湖州に隠居した陸羽はこの山の
茶を愛し、「顧渚山記」を著した。
 9） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年七月二七日条。臧懋循は、字は晉卿、号は顧渚、浙江の長興の人で、万暦八年（1580）
の進士。戯曲家として、また『元曲選』の出版者として著名。『金瓶梅』出版にもいち早く乗り出すなど、同時代文
学に対する鋭い感性の持ち主であった。
10） 沈德符『萬暦野獲編』補遺卷一「列朝」供御茶。沈徳符、字は景倩、嘉興の秀水の人で、万暦四六年（1618）の挙
人。李日華の縁戚に連なる人物で、李日華の娘が嫁いだ沈大詹は、沈徳符の甥であった（『味水軒日記』卷一・万暦三
七年八月二二日条、潘光旦『明清兩代嘉興的望族』71－72頁を参照）。『味水軒日記』卷七（1615）にも登場し、李日華は
「博雅の士」（万暦四三年十月二九日条）と称賛する彼から、『金瓶梅』（同年一一月五日条）および『燈花婆婆』（同年一
一月二二日条）を借覧している。ちなみに『金瓶梅』に対する李日華の評価は、「白話小説の中でもとりわけ下品き
わまる代物で、文章表現の鋭さも遠く『水滸伝』には及ばない。袁宏道は口を極めてこれを称賛しているが、物好
きに過ぎるだろう」というものであった。
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　こうした明代の茶文化流行の発信源は江南であり、とりわけその中心であった文化・経済の最先端都
市、蘇州が主導的役割を果たした。そして当時急速に発展した書物というメディアや、文人同士の交際
を通じて形成された、茶に対する共通認識をベースに、文人たちは各自の好むところに従って個性を発
揮した。李日華も、まさにそうした文人の一人だったのである。
　茶文化に限らず、文人生活全般にわたる指南書として、一流と目された文人の手になるマニュアル本
が多数登場したのが、ほかならぬ明末という時代であった。これにより、文人とはかくあるべし、とい
う規範の成立・一般化が進み、同時に、文人趣味生活への門戸が、それまでは無縁だったはずの人々に
対しても、大きく開かれた時代だったのである。極端にいえば、金さえあれば、だれもが文人のライフ
スタイルを容易に手に入れることが可能になったのである11）。
　明代における茶文化の広まりに大きな役割を果たしたのは、当時の江南の各地で登場した「茶人集団」
と呼ばれる人々であった12）。明代後半期には、文人としての知識・技術を元手に生計を立てる、「山人」
と呼ばれる人々が登場し、文化の担い手として活躍した13）。そして茶人集団の中にも、茶に関する専門知
識を持つ「山人」が含まれており、彼らが茶文化の普及に果たした役割は大きかった。泡茶法の特徴は、
なにより手軽さと簡便さであり、誰もが手軽に楽しむことができた点にある。明代における茶文化のも
う一つの特徴は、その庶民性にあったといえよう。
　以上の諸現象を背景に、江南、とりわけ蘇州を規範とする喫茶スタイルが普及していくこととなった。
このことが、それぞれの茶の産地におけるそれぞれの産品に対する価値、あるいは独自性の発見につな
がっていった。産地の名を冠したブランド茶の誕生である。もちろん陸羽の時代から、そうした銘茶に
関する議論は伝統的に存在していたが、明代後半期には、それは葉茶の評価と絡んで、さらに発展して
いくこととなったのである。
　それでは続いて、李日華が自らの舌で味わった銘茶の数々につき、見ていくこととしよう。
3 ．江蘇の銘茶
　李日華の日記には、彼が賞味した様々な産地の茶について記されている。それらはいずれも、誰もが
その価値を認め、同時代の茶書にも取り上げられるような有名な銘柄の茶、現代風にいえば一流のブラ
ンド茶ばかりである。以下、それぞれの銘茶に対する李日華の意見に耳を傾けてみよう。まず、江蘇に
産するものから紹介する。
3 － 1 ．虎丘茶と天池茶
　『味水軒日記』をはじめ、李日華の記述中に頻出する銘柄の一つが、虎丘茶である。いうまでもなく蘇
11） 詳しくは、中砂明徳『江南―中国文雅の源流』（講談社選書メチエ250、2002年10月）38－40頁を参照。
12） 呉智和「明代文人集團的飲茶生活」（『第一届中國飲食文化學術研討會論文集』、財團法人中國飲食文化基金會、1993年 7 月）
291－299頁、同「明代的茶人集團」（『第三届中國飲食文化學術研討會論文集』、財團法人中國飲食文化基金會、1995年12月）
327－333頁を参照。
13） 山人については、前掲註 1 井上論文17－23頁を参照。
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州の名勝、虎丘に産する銘茶であり、宋代からすでに産出されていたというが、その評価が高まったの
は明代、それも16世紀以降のことであった。とりわけ明末清初期にはその人気は絶大であり、当時の主
だった茶書はこぞって虎丘茶を絶賛している。これはおそらく、喫茶ブームの中心地であった蘇州の文
人たちによる、地元の銘茶に対する身びいきも手伝っているには違いないが、李日華の師である馮夢禎
に至っては、「茶中の王の種」と称揚するほどであった14）［図 1 ］。
14） 馮夢禎『快雪堂漫録』品茶。馮夢禎は、字は開之、真実居士と号した。嘉興の秀水の人で、万暦五年（1577）の進
士、南京国子監祭酒などを歴任。王維《江山雪霽圖》や、法帖の名品《快雪時晴帖》を所蔵するなど、書画の鑑識
図 1 ．楊爾曽『海内奇観』巻二（『中国古代版画叢刊二編』第八輯、上海古籍出版社、1994年10月）より「虎
丘図」（部分、203頁）。中央奥の虎丘の傍らには「第三泉」が描かれており、これは劉伯芻によ
って惠山泉に次ぐ評価を得た虎丘の石泉である。この絵地図には太湖周辺の広域が含まれてお
り、向かって左手には無錫の錫山・惠山と第二泉、すなわち惠山泉が描かれている。
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　嘉興から蘇州までは、船で二日の行程で行くことが可能な距離であり、李日華はしばしばここを訪問
している。その目的は、友人・知人宅への訪問、閭門など蘇州の繁華街における書画骨董や、鑑賞用の
花卉の購入などであったが15）、そうした場面でしばしば虎丘茶が登場する。日記によれば、蘇州訪問はた
いてい旧暦三月になされており、これは新茶のシーズンに合致している16）。彼の蘇州訪問の目的が、なに
より虎丘茶の新茶の賞味と購入にあったことは間違いない。万暦四四年（1616）三月一九日の午前八時ご
ろ、李日華は虎丘の周華峯の楼閣で茶席に招かれ、五言絶句一首を詠んだ後、牡丹の盆栽を一点・杜鵑
（さつき）の盆栽を二点購入、夜は定宿である虎丘の後麓に宿泊17）。翌日は性源・秋水なる二人の僧侶とと
もに、自作の詩歌「春日試茶」一首を詠唱している18）。
　当時、新茶は旧暦三月三日の穀雨の前後に摘むのが一般的であったが、秋摘みのものも登場するよう
になった。許次紓によれば、秋の七月・八月に摘んだ茶は「早春」と呼ばれ、生産量は少ないものの優
れた品質のものであったという19）。李日華も、万暦四三年（1615）閏八月五日に、虎丘でこれを賞味して
いる。
　「住職の臥雲水月なる者が、「秋露白」という秋摘みの茶を手ずから点てて客人に供した。書画骨
董商人が競って巻軸を持参したが、玉石混淆でまったく気分が悪い20）。」
　どうやら、せっかくの茶の味わいも台無しだったようである。
　これほどしばしば虎丘茶の新茶を味わっていた李日華であったが、彼の虎丘茶に対する評価は案外手
厳しい。
　「虎丘茶は、芳しい香りがあり水色が透明であるため、その名声をほしいままにしている。しかし
ながら、その香りは馥郁たること蘭の花に劣り、ただ開いたばかりの豆の花と同じくらいに過ぎな
い。その香りをかいでも大したことはない。口に含んでも、淡きこと水と変わらない。そもそも清
  に優れ、禅理にも深く通じ、紫柏達観らとともに『嘉興蔵』の出版に尽力。彼の記した『快雪堂日記』には、弟子
の李日華の来訪がしばしば記録されている。また、息子の馮権奇は李日華の親友であった（『味水軒日記』卷二・万暦
三八年一二月一四日条）。
15） たとえば、万暦四〇年（1612）四月一九日の夜半に、李日華は船で嘉興を出発、翌々日の午前中には蘇州の閭門に到
着して、王羲之《實際寺碑》・米芾《天馬賦》を購入、午後には虎丘で贛蕙二本・珍珠蘭一本・七尺の茉莉二本を購
入し、夜は後麓に宿泊している（『味水軒日記』卷四・万暦四〇年四月一九日・二〇日・二一日各条）。なお、虎丘にある
石泉は、古来名水として名高いものであった。
16） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年三月一四日条、同卷三・万暦三九年三月三日条、同卷五・万暦四一年三月二日条、
同卷六・万暦四二年三月二四日条、同卷六・万暦四二年三月二五日条。
17） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年三月一九日条。
18） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年三月二〇日条。
19） 許次紓『茶疏』採摘。『茶疏』からの引用に際しては、布目潮渢・中村喬編訳『中国の茶書』（平凡社東洋文庫289、1976
年 5 月）の訳文ならびに注釈に拠った。
20） 『味水軒日記』卷七・万暦四三年閏八月五日条。
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く冷たい水など至る所にあるのだから、役人や僧侶の仕事を煩わすまでもあるまいに21）。」
　「私が論ずるに、虎丘茶を採らないのは芳香が少なく深味が乏しいためであり、松蘿・龍井の上に
立って威張りかえるには実力不足である。聞くところでは、虎丘の僧侶が人を雇って茶の樹をこと
ごとく抜いてしまったためだという。おそらく役人の苛斂誅求に堪えかねて、元から断ってしまっ
たのだろう22）。」
　水色がほとんど無色透明に近く、味そのものも薄いのは、虎丘茶の特徴であった。馮夢禎はこう述べ
る。
　「虎丘茶の葉の色はわずかに黒味を帯び、澄んだ緑色ではない。これを点てると水色は白きこと玉
のごとく、豆の花の香りが立つ。宋代の人はこれを白雲茶と呼んだ23）。」
　李日華の議論もこれを踏まえたものだが、どうやら彼には、味・香り・色、全ての点において、虎丘
茶は物足りなかったようであり、虎丘茶本来の実力不足は、優れた水を組み合わせることによって補う
べきだ、と論じている。
　「虎丘茶は香り高いが味は薄い。茶碗に注いだ途端に香りが浮き立ち、咲き初めた蘭のような香り
が鼻をくすぐる。のどを通ればまた心地よい。ゆえに使用する水は必ず恵山泉の水でなければなら
ない。甘く芳醇な味わいがその薄さを補ってくれるからである24）。」
　虎丘茶については、後の 8 － 1 において再び触れることとしよう。
　17世紀に入り、蘇州人の間からも、虎丘茶を最上位に置くべきではない、とする意見も登場し始めた。
文震亨は、本物の虎丘茶は生産量が少なく入手困難であり、その品質も実際には岕茶に劣ると述べてい
る25）。めったに本物が手に入らないために、その真価を知る者がほとんどいない、となると、そこに付け
込んで偽物が出回ることになる。馮夢禎は、親友の徐桂のエピソードを伝えてこう述べる。
　「徐桂は虎丘茶を第一位にランク付け、銀一両余りを支払って、一斤ほどを購入するのが常であっ
た。寺の僧侶も徐桂が茶をよく味わい分けることを知っていて、決して偽物で騙そうとはしない。
ところがその他の人々が手に入れることができるのは、どれほど高い値段を払ったとしても、やは
21） 『六軒齋筆記』卷一。
22） 『六軒齋筆記』卷二。
23） 馮夢禎『快雪堂漫録』品茶。
24） 『紫桃軒雜綴』卷一。
25） 文震亨『長物志』卷十二「香茗」虎丘・天池。『長物志』の引用に際しては、荒井健他訳注『長物志―明代文人の
生活と意見』 3 （平凡社東洋文庫668、2000年 3 月）の訳文と注釈に拠った。
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り偽物なのである26）」
　これはある意味で、人気商品の宿命ともいえるであろう。
　蘇州名物の品質低下と偽物の増加は、茶のみにとどまらなかった。李日華は、蘇州の文雅がもはや商
売一辺倒になってしまったことを嘆き、その堕落と衰えぶりについてこう痛罵している。
　「最近では書道と絵画に関して、蘇州はすっかり衰え果ててしまい、もはや立ち直らせることは不
可能である。思うに、書画を生業とする者は贋作にばかり精を出し、顧客も書画を投機対象としか
見做しておらず、士大夫はこれに驚くばかりで事態を理解していない。これこそ一生涯救いようの
ない者なのである。私はかつてこう述べたことがある。蘇軾・黄庭堅・米芾・薛曜らの書や、董源・
巨然・荊浩・関仝らの絵画の伝世品は、そのうわべだけを見ていたずらに珍重するばかりで、その
命脈は断ち切られて久しいのである、と27）。」
　明末に至ると、文人趣味の世界における蘇州の主導的地位が徐々に低下しつつあったことは、様々な
側面から明らかとなってきていた。それは、例えば李日華が述べるように、蘇州の書画の堕落と、それ
に対する雲間派など地方の書派・画派の勃興と成長、あるいは華北における新興コレクターの台頭、古
文辞派に対する批判と反省の高まりといった、様々な文化現象に見て取ることができるように思われる。
虎丘茶を最上位に置かない茶論の登場が、かかる諸現象と軌を一にしているのも、おそらく何らかの関
係があるように見えて興味深い。
　同じく蘇州に産する茶としては、天池茶が挙げられる。天池は、蘇州の西方にある華山の中腹にある
池の周囲に産出し、虎丘茶と並んで明末には著名であった。ただし李日華は、虎丘茶に比べて一段低く
見ていたようである。
　「天池は俗向きの茶で、長く続く余韻に欠けているが、飲めないというほどではない。寒い季節に
他の茶が黒ずんで色を失うのに対し、天池茶のみが鮮やかな緑色を発して人に媚びる様子は、また
思うべきである28）。」
　馮夢禎によれば、天池茶は虎丘茶に比べてやや緑がかっているのが特徴で、味と香りは遙かに異なっ
ており、龍井茶と同じく「臣の種」なのだそうである29）。
26） 馮夢禎『快雪堂漫録』品茶。徐桂は蘇州の人で、屠隆とともに馮夢禎の同年であった。
27） 『紫桃軒又綴』卷二。
28） 『紫桃軒雜綴』卷一。
29） 馮夢禎『快雪堂漫録』品茶。
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3 － 2 ．岕茶
　岕茶とは、さきに前節 2 で触れた顧渚山の紫筍茶のことを指すとされ、明代後半期からは、顧渚茶に
代わって岕茶の名称で知られるようになったという。が、李日華は両者を別物として考えていたようで
ある。
　「顧渚茶とは前朝までの名品であった。その新芽を摘んでこれに加工を施したが、一畝の畑からの
収穫量は、龍団鳳餅のわずか半円分にしか当たらない。茶の精髄が大量に凝縮され、当然ながら素
晴らしいものであった。今では平凡な茶葉のうちにあって、これといってとりえもなく、何ら注目
するにもあたらない30）。」
　明代には、虎丘茶の方が岕茶よりもランクが高いとする議論が一般的であったが、蘇州の市井の文人、
沈周が称賛して以来、違いの分かる文人を自任する者の間で、知る人ぞ知る名品としての評価が高まっ
た。他の産地に比べて収穫時期が遅いため、その茶葉は大きく、芽の付け根の部分が多いのが特徴で、
知らない者にとってはあまり良い品には見えなかったという31）。李日華はこう評する。
　「羅山廟の後ろに産する岕茶の精品は、香り高く甘い余韻を長く楽しむことができる。ただしやや
濃厚で、霧雲や露の清らかな余韻に乏しいのがよろしくない。その実力は、虎丘の兄とするには余
りあるが、龍井の父とするには足りない32）。」
　また、李日華は遅咲きの菊の花になぞらえて、岕茶の二煎目は一煎目にも増して風味が増す、とも述
べている33）。『味水軒日記』には、岕茶はあまり出てこず、あるいはその希少性と入手の困難さとを物語
っているのかもしれない。万暦三七年（1609）三月三〇日の条には、端渓の古硯を購入した際に、とって
おきの岕茶を点てたことが記されている。
　「方于魯（明代を代表する製墨職人の名）の最もよい墨を試しに磨ってみたところ、三・四回腕を動か
しただけで、その墨色の濃さは雲気が湧き上がるようであった。たまたま陽羨（宜興の南）の人から
もらった岕茶の上物四〇銖があったので、急煅泉（不詳）の水で点てて、硯を愛撫しつつこれを飲ん
だところ、知らず知らずのうちに軽い風邪など抜けてしまい、その素晴らしさに声をあげて讃嘆し
きりであった34）。」
30） 『紫桃軒雜綴』卷一。
31） 馮夢禎『快雪堂漫録』李于鱗岕茶。
32） 『紫桃軒雜綴』卷一。
33） 『紫桃軒雜綴』卷二。許次紓は、茶の一煎目を一三歳の少女に、二煎目を一六歳の乙女に、三煎目以降を子持ちの人
妻にたとえる（『茶疏』飲啜）。
34） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年三月三〇日条
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　墨の色、茶の香り、そして硯の手ざわりとがこもごも相俟って、至福のひと時を思うさま満喫してい
る様子がうかがえ微笑ましい。
4 ．浙江の銘茶
4 － 1 ．龍井茶・天目茶
　次に、浙江産の銘茶について紹介しよう。
　李日華がもっとも愛飲していたのは、浙江の杭州とその近辺に産する銘茶であった。その筆頭に挙げ
られるのは、なんといっても龍井茶である。龍井とは、杭州の西湖の西南、風篁嶺にある渓流の名で、
その付近一帯の山地に産する茶がこの名で呼ばれる。この銘柄が有名になったのも、やはり虎丘茶など
と同じく明代後半期からであり、香りの高さでは岕茶に匹敵するとの評判を得た。李日華はこう絶賛す
る。
　「龍井茶は味がきわめて豊かで、水色は淡い金色、香りも落ち着いている。そしてこれをのどに通
せば、豊かな味わいが鮮やかに舌の上に満ちてくる。また虎跑・空寒・熨齒などの泉（いずれも杭州
の名泉）の水でこれを点てるべきで、そうすれば、これを飲んだ者は優れて深い滋味を得ることがで
き、精神の混濁はすっきりと解消される35）。」
　蘇州と同じく杭州もまた、嘉興からは二日がかりの船旅で到達できる距離にあった36）。李日華は、やは
りしばしば杭州まで足を運び、知友との交歓や書画骨董の鑑賞・購入などを楽しんだ。杭州での李日華
の定宿は、西湖のほとりの古刹、昭慶寺の僧庵であった。この寺は宝石山の東麓にあり、杭州から銭塘
門を出て西湖を遊覧する者は、必ず立ち寄る場所にあった。寺の創建は五代・後晋の天福年間（936－943）
にまで遡る。ここを拠点として、杭州一帯の仏寺を訪問して回る李日華を、禅僧たちは龍井をはじめと
する数々の銘茶でもてなしたのである。『味水軒日記』によれば、その様子はこのようであった。
　「宝雲の僧房から龍井の翠青茶を大小あわせて二缶購入した。これはきわめて入手困難な品であ
る。帰ってから恵山泉の水で点ててみれば、きっとお茶マニアの期待を裏切らないことであろう37）。」
　「食事の後、歩いて法相寺へ行った。住職の静縁に竹閣へ招かれ壁画を鑑賞、李流芳と張珏がここ
に滞在した折に描いたもので、浙派の少し変わった作風のものであった。タケノコ・ワラビなどの
山菜と美酒とが供され、数杯いただいてから退出した。龍井の初芽の小さい缶を二つ購入した際、
35） 『紫桃軒雜綴』卷一。
36） 『味水軒日記』卷七・万暦四三年七月六日条、同七日条・同八日条の記事によれば、初日の午後に出発し、翌々日の
朝には杭州に到着している。
37） 『味水軒日記』卷五・万暦四一年一一月二五日条。
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静縁が言うには、「およそ茶樹の性質は、地味の肥えた所を喜び水はけがよくない場所を嫌うもの
だ。龍井の前後の丘陵は地質が黒い砂なので、水が浸透して汚れを洗い流しやすく、そのため茶の
味がここだけ優れているのである」とのこと38）。」
　法相寺は杭州の三台山の東麓にあり、やはり五代・後唐の時代の創建にかかる古刹である。寺には錫
杖泉なる名泉が湧くという。
　「茶を購入。龍井茶を一缶、天目の精品を二缶入手した。住職の雲山が、自ら焙じた茶を小さな缶
に二つプレゼントしてくれた。兔児泉の水でこれを点てたところ、とてもよかった39）。」
　ちなみに兔児泉とは、秦亭山の堍下にある杭州の名泉の一つである。李日華は、この記事の二週間後
に見た夢の内容をこう記す。
　「夜の夢の中で、兔児泉の水を汲んで茶を点てて、飲んだところとても美味かった。…（中略）…こ
れに比べれば、仇池の九十泉などものの数ではない40）」
　夢の中でも味わい返すほどに、水質のよさは抜群だったようである。
　虎丘茶と同じく、龍井茶にも偽物が出回っていた。これより以前に、馮夢禎が徐桂とともに龍井茶を
買いに行った時のことである。
　「山住まいの数軒の農家がそれぞれ茶を売りに出していたが、徐桂は順番に試飲して、すべて偽物
であると判定を下した。徐桂が言うには、「本物の龍井茶は甘い香りがあるが冷たい清らかさはな
い。もしそうだとすれば、それは他の山で産出された偽物なのだ。」そして一・二両を得て、これは
本物だというので試してみたところ、果たして蘭のような甘い香りがした。けれども山人も寺の僧
侶も、逆に徐桂の方が間違っていると非難するため、結局私には判断がつかなかった。偽物が真を
乱すことはかくもひどいのである41）。」
　以上の証言は、信頼できる僧侶との人脈が無ければ、龍井茶の本物を入手することが、極めて困難で
あったことを物語っていよう。また、仏教の僧侶たちが茶人集団の重要な構成メンバーであり、茶を点
てるのみならず、生産と流通の場面にも深く関与していたことを見てとることができる。
38） 『味水軒日記』卷七・万暦四三年七月一三日条。
39） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年四月二三日条。雲山には『般若心経旁註』・『金剛経旁註』などの著作があり、李日
華は、序と書後をそれぞれ記している（『恬致堂集』卷一四「金剛經旁註序」・同卷三六「書雲山老衲心經旁註後」）。
40） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年五月八日条。仇池の九十泉は、階州成県にある山上の池を指す。杜甫「秦州雜詩」
に歌われる名泉。
41） 馮夢禎『快雪堂漫録』品茶。
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　なお、李日華が昭慶寺を宿泊先に選んだのは、茶以外にも理由があった。
　「さきに織造太監だった宦官の孫隆が、昭慶寺の境内をめぐる左右の回廊に店舗百軒あまりを置
き、僧侶を集めてマーケットを開き、僧帽・はきもの・ふとん・ガラス・数珠などの品物を商わせ
た。すると商人たちも四方から群れ集い、珍奇な骨董品を陳列して売買するようになった。このマ
ーケットのことを「擺攤」という。私は食事を終えるごとに、境内のあちこちの店舗をひやかして
歩き、それに飽きると宿舎に戻るのである42）。」
42） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年七月二九日条。孫隆は礦税使として蘇州に派遣された宦官で、苛斂誅求を行ったた
図 2 ．楊爾曽『海内奇観』卷三（『中国古代版画叢刊二編』第八輯、上海古籍出版社、1994年10月）「西湖図
説」所収「昭慶大仏図」（部分、212頁）。中央には昭慶寺境内の書画骨董市（擺攤）の様子が描か
れ、向かって左手には、瑪瑙寺との間に「葛翁井」と、その傍らで茶を点てる人物像が描かれる。
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　このマーケットの様子は、『海内奇観』卷三「西湖図説」所収の「昭慶大仏図」に描かれており、露店
の卓上に書画骨董の類が陳列されている様子や、それを見て回る人士の姿から、当時の活況を窺い知る
ことができる［図 2 ］。
　そして昭慶寺に滞在中、一流の賞鑑家としてその名を知られた彼のもとには、多くの僧侶や文人、果
ては商人までもがつめかけた。彼らは李日華の手になる詩歌・文章や書画作品を求め、あるいは作品の
鑑定や題跋の記入を願い出たのである43）。書画骨董をこよなく愛し、鑑賞と収集とに情熱を傾けた李日華
にとって、この寺は絶好の場所であったといえよう44）。
　龍井茶には小春茶という銘柄もあったようだ。
　「龍井の人が小春茶を二斤送ってきてくれたので、水がめを背負わせた使用人を瑪瑙寺の裏に遣わ
し、草をかき分けて葛洪洗丹池の水を汲ませ、これで点ててみたところ、鮮烈な香りが立った45）。」
　瑪瑙寺は西湖のほとり、葛洪が煉丹術を行った山として知られる葛嶺の麓にある名刹で、葛洪洗丹池
とは、彼が丹薬を練ったことから名づけられた池である46）。李日華は後に、再び使用人にこの水を三缶汲
ませて寺に行き、さきの兔児泉の件に登場した、住職の雲山が自ら焙煎した茶を求め、これを点ててご
満悦であった47）。
　杭州の西を走る天目山系も、古くから茶の名産地であった。ここに産する天目茶も、明代には龍井と
並ぶ名品として知られた。『味水軒日記』によれば、杭州出身の門下生たちが手土産として李日華の自宅
に持参しているが、万暦三八年（1610）六月三〇日に、束脩として熊の手のひらとともに受け取った本物
の天目茶は、点ててみると以前にもらったものより勝っていたという48）。李日華は天目茶の味わいについ
てこう評している。
　「天目は清らかだが味は薄からず、苦いけれども鋭からず、まさしく僧侶とともにのどを潤すにふ
  め、万暦二九年（1601）に「織傭の変」を激発した人物である。明代における宦官と仏寺・道観との結びつきには、
極めて密接なものがあった。
43） たとえば『味水軒日記』卷八・万暦四四年九月二日条では、住職のために「禅味楼」の匾額を揮毫し、余った墨で
小景を描き、同三日条では、扇面に書を求める者が大勢集まってきたので、筆に任せて書いてやったりしている。
44） たとえば『味水軒日記』卷六・万暦四二年四月七日条によれば、昭慶寺の歩廊に並ぶ店舗で郭煕《扶桑暁日図》一
巻を購入している。また、同卷五・万暦四一年四月七日条では、杭州から戻った沈伯淳から、昭慶寺のマーケット
で楊一清の絵画を見たと教えられた。楊一清は、著名な政治家ではあっても、画家としては全く知られていない人
物である。李日華は、題跋の署名を作者名と間違えたのではないか、と推理している。
45） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年七月二八日条。
46） 田芸衡は、馬氏の家園の端にある「葛井」のことを伝えているが（『煮泉小品』甘香）、おそらく葛洪洗丹池と同じ場
所を指しているのであろう。かつてこの古井戸からは、丹薬を収めた石櫃が引き上げられたという伝承があり、現
在も抱朴道院の境内に残っているという。さきの［図 2 ］には、昭慶寺と瑪瑙寺の間に「葛翁井」が描かれる。
47） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年七月二四日条。
48） 『味水軒日記』卷二・万暦三八年六月晦日条。
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さわしい。これに比べて笋蕨茶（不詳）や石瀬茶は味が貧しく、野人の飲み物に過ぎない49）。」
　ちなみに、石瀬茶も杭州に産する茶の銘柄で、李日華は『味水軒日記』でこう述べる。
　「道士が茶を出してくれた。色は淡い黄金のようで、味はとても甘く鮮やかであった。これは一体
どういうお茶かと道士に尋ねると、余杭の石瀬山の茶であるという50）。」
4 － 2 ．分水貢芽茶
　李日華が高い評価を与えている杭州近辺の産茶の一つに、分水貢芽茶がある。
　「厳州の分水県にある天尊巖に産する茶は、最も香りが鋭く、宋代には貢納品に充てていた51）。」
　「分水貢芽茶は生産量が少ない。大きな葉は成長して堅く、これに湯を注いでも変化しない。お湯
に入れてさらに火にかけると、ようやく優れた味わいが出る。この茶を進める時、もし樹齢千年の
松柏の根を得て石の鼎で焚けば、その深い気韻にぴったりと合うであろう52）。」
　万暦四三年（1615）四月二一日から、李日華はひどい耳の痛みに悩まされ始めた。右側の歯茎の腫れが
原因で、その四日後の二五日には口を開けることすらできなくなり、夜も眠れぬほどになってしまう。
歯医者を呼んで治療したものの、しばらく薄い粥しか摂れない日々が続いた。そんな折、雲麓宗兄なる
人物から三包みの茶が送られてきた。
　「その一つは分水貢餘茶である。分水県は新城・淳安・昌化の間、多くの山々が重なりあう場所に
ある。茶の味はおおむね岕茶に似ているが、清らかな香りはこれに勝る。点て方は、沸騰した湯と
ともに茶壷に投入し、それをさらに炭の熾き火にかけてもう一度沸騰させると、はじめて味が出て
くる。あとの二つは大山雨芽と紺山雨芽で、どちらもしっかりした味をそなえ、七・八煎してもな
お出せるほどである。どれもみな深山で採れた本物で、名ばかりの俗流の茶とは決して同日に談じ
るわけにはいかない53）。」
　どうやらこの時ばかりは、分水貢芽茶の深い香りと味わいに心奪われ、耳や口の痛みもすっかり忘れ
てしまっていたようだ。ちなみに大好きな酒が解禁になったのは、さらに二週間以上たった五月一六日
のことであった。
49） 『紫桃軒雜綴』卷一。
50） 『味水軒日記』卷三・万暦三九年四月一二日条。
51） 『六軒齋二筆』卷三。
52） 『紫桃軒雜綴』卷一。
53） 『味水軒日記』卷七・万暦四三年四月二九日条。
周縁の文化交渉学シリーズ 1 　東アジアの茶飲文化と茶業
36
4 － 3 ．龍湫茶・普陀茶
　『味水軒日記』の中には、このほか浙江産の茶として龍湫茶と普陀茶が出てくる。
　万暦三九年（1611）四月二八日、李日華は嘉興の自宅で龍湫茶を味わっている。
　「郁嘉慶が天台の雁宕から帰ってきて、龍湫茶一缶を土産にもらった。これを点てると鋭い香りが
立ち、洞山の岕茶（岕茶の最高級品）に匹敵するものであった54）。」
　これはかなり高い評価といえるであろう。
　普陀茶とは、明末に観音信仰の聖地として栄えた、舟山列島の普陀山に産する茶である55）。この茶は世
上になかなか出回らないものだったようで、李日華はやはり僧侶を通じてこれを入手している。
　「海上の僧侶の量虚がやってきて、普陀茶ひと包みをくれた。私は使用人に船を出して湖心亭に遣
わし、清く澄んだ水を汲ませ、三缶分の水を得たので、これで点ててみるととてもよかった。量虚
は、「普陀山で産する茶は十数斤足らずで、これを僧侶が手ずから焙煎したものは最も入手が難し
い。私はこれを「観音霊芽」と名付けた」と語った。」
　いかにも観音信仰の霊場にふさわしいネーミングである。李日華はこの時、この年の四月に発せられ
た倭寇の警報について尋ねたところ、量虚はこう返答した。
　「それは、六つの帆を持つ大船に乗った貿易商人のことであり、彼らは大唐街に向かおうとしてい
た。大唐街は漳州の対岸の大洋に浮かぶ島で、順風なら二〇日で到達できる。その場所は日本・琉
球・大西天・小西天などの島々の中間に位置し、そのため中国と外国の商人は皆ここに集まってく
る。わが浙江沿岸の防備が厳重になって以来、ここには最も多くのならず者が潜伏している。だが、
締め付けすぎず緩めすぎず、上手く取り締まれば、特に事件は起きないのである。夏の間の偵察情
報によると、実際には漁船に乗って略奪を行っていた中国兵が、大唐街でひとあばれしたらしいと
のことだ56）。」
54） 『味水軒日記』卷三・万暦三九年四月二八日条。郁嘉慶は、字は伯承、李日華の同郷人で、書物や法帖の出版にたず
さわった。弟の郁逢慶は、字は叔遇、号は水西道人、書画の鑑賞に造詣が深く、『書画題跋記』を著した。この書物
の成立には、彼ら兄弟と、『珊瑚網』の著者である汪砢玉、項元汴の第三子である項徳新ほか、嘉興の文人たちとの
深いかかわりがあるのだが、これについては別稿にて論ずる。
55） 普陀山については、石野一晴「明代万暦年間における普陀山の復興」（『東洋史研究』第64巻第 1 号、2005年 6 月）、同
「補陀落山の巡礼路―浙江省普陀山における17世紀前半の功徳碑をめぐって」（『東アジア文化交渉研究』第 3 号、2010
年 3 月）を参照。
56） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年七月二二日条。量虚は、普陀山の鎮海寺にある龍樹庵の住職であった人物で、李日
華は彼のために喜捨を募る募疏を書いている（『恬致堂集』卷二八「普陀山鎭海寺龍樹庵募化資糧疏」）。普陀茶はおそら
くその謝礼でもあったのだろう。なお、中砂明徳『江南―中国文雅の源流』（講談社選書メチエ250、2002年10月）176
頁は同文を引き、大唐街を長崎に比定している。大西天・小西天については不明。
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　当時の浙江沿海部の住人にとって、とりわけ嘉靖の大倭寇以来、倭寇に関する情報は重大な関心事で
あった。このほか『味水軒日記』には、東南アジアからインド・チベットにかけての現地情勢、中国北
辺の諸族や西域諸国の動静、はてはマテオ＝リッチを通じてもたらされた西欧諸国の政治や宗教の事情
に至るまで、さまざまな海外関連の情報が記されている。そして、こうした情報が取り交わされる場所
が、茶を介した座談の席上だったのである。
　また、これは本当の茶かどうかよくわからないが、小白岩茶という普陀茶もあった。
　「普陀山の年老いた僧侶が、小白岩茶ひと包みをプレゼントしてくれた。葉は白い茸のようで、こ
れを点てると水色は無色透明で、おもむろに飲むと涼気が心とはらわたに染み透るようであった。
その僧侶が言うには、「この小白岩茶は年間五・六斤しか採れず、もっぱら仏道に通じた人にのみ供
するもので、僧侶でこれを飲める者は少ない」とのこと57）。」
　李日華は僧侶たちの間で、仏道に通じた名士として遇されていたことがわかる。
5 ．その他の地域の銘茶
　続いて、安徽に産する茶について紹介していこう。
　『味水軒日記』によく登場するのは、松蘿茶という銘柄のものであった。松蘿茶は安徽の南端、徽州の
休寧にある松蘿山で産し、明代後半期には人気の高い銘柄であった。文震亨はこう述べる。
　「松蘿山中の十数畝以外は、すべて本物の松蘿茶ではない。山中でもわずか一・二軒だけが、炒り
方が非常に念入りだ。近ごろ山僧の手で焙じたものは一段とすぐれる。本物は洞山よりは下、天池
よりは上だ。新安（徽州の古称）の人は最も貴重とし、南都の曲中（南京の花街）でもとうとばれる。
わかしやすくて、香りが強いためである58）。」
　どうやらこの茶も、虎丘茶や龍井茶と同じく偽物が多く出回っており、その名声を高めるのに僧侶が
一役買っているようだ。また、謝肇淛はこう述べる。
　「松蘿の茶は、製造するものが、葉一枚一枚の先端と蔕とを剪り落とし、ただ中ほどばかりをのこ
す。であるから、茶は一色になるけれども、大そう手間がかかるのである。値段の高くなるのも、
尤もである59）。」
57） 『紫桃軒雜綴』卷一。
58） 文震亨『長物志』卷一二「香茗」松蘿。
59） 謝肇淛『五雜組』卷一一「物部」三「茶」。『五雜組』からの引用に際しては、岩城秀夫訳注『五雑組』 6 （平凡社東
洋文庫633、1998年 4 月）の訳文ならびに注釈に拠った。
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　李日華は、この高価な茶を数名の呉姓の徽州人60）や、黄山の名勝巡りから戻った友人の徐必達、湖州
の僧侶などから入手している61）。李日華は、休寧の商山呉氏一族の出身者と、書画骨董の鑑定・取引を通
じて深い関係を結んでいた。詳細は不明ながら、『味水軒日記』中に登場した一連の呉姓の人々は、商山
呉氏の関係者であった可能性が高いと考えられる62）。
　また、李日華も幾度か徽州を訪問している。例えば万暦四二年（1614）に、黄山と並ぶ名勝である白嶽
へ巡礼した際には、四月四日に嘉興を船で出発して六日に杭州着、三日間滞在した後、今度は陸路で天
目山系の南麓を、余杭（九日）・於潜（一一日）・昌化（一二日）と辿り、老竹嶺を越えて一五日の薄暮に徽
州に到着している。帰路は新安江を船で下るルートを取って二十六日に出発、淳安（二七日）・厳州（二九
日）・桐廬（五月一日）と辿り、再び杭州を経由して嘉興に戻ったのが五月五日の暮れ方であった。いずれ
のルートでも、片道およそ一〇日前後の行程である63）。
　この間の記事には、徽州における茶のもてなしについて言及した箇所がある。
　四月一八日、「昨夜の夢で非凡な人物がやってくるのを知った」といって李日華を迎えた張躐蹋なる人
物（おそらく道士）は、自ら茶を点て、従者や乞食に至るまで菓子をふるまった。そして、過度の飲酒に
対する戒め（五合以上は体に毒なのだそうな）を諄々と説いた後、ほかにも様々な点心を出してきたという64）。
　同二〇日、地方官への挨拶に伺った席上では、茶席の飾りとして、果物の種に八宝を見事に彫刻した
ものや、わらび粉をこねて臙脂で色を付けたざくろなど、本物そっくりに作った果物などが出てきたと
いう。休寧の風俗は豪奢で、飾り立てて見栄を張るのが大好きだ、というのが、これを見てもわかるだ
ろう、とは李日華の意見である65）。
　そして松蘿茶に対する李日華の評価も、他とは少し異なるものであった。
　「松蘿茶は極上のものだけが人に供するのに使えるだけだ。それでも味があまりに濃厚で刺激が過
ぎ、甘みと芳香が足りない。その様子は、あたかも金持ちの商売人が、いろいろ取り繕ってみせた
ところで、どうしても俗悪な雰囲気を消せないようなものだ66）。」
　ここには、当時の中国経済の半ばを牛耳っていた徽州商人に対する、揶揄の気持ちが多分に込められ
60） 『味水軒日記』卷六・万暦四二年一一月六日条、同卷七・万暦四三年二月七日条、同卷八・万暦四四年五月一二日条。
61） 『味水軒日記』卷二・万暦三八年閏三月二二日条、同卷四・万暦四〇年六月二七日条、同卷五・万暦四一年八月七日
条。徐必達は、字は徳夫、李日華と同郷で、同年の進士であった人物。
62） 商山呉氏については、井上充幸「徽州商人と明末清初の芸術市場―呉其貞『書画記』を中心に」（『史林』第87巻第
4 号、2004年 9 月）39－43頁を参照。
63） 以上、『味水軒日記』卷六・万暦四二年四月四日から同五月五日までの各条。なお、万暦三八年（1610）九月八日か
ら二四日にかけて、李日華は父親の病気平癒祈願のため白嶽の巡礼に赴いており、この巡礼の具体的な経過を、『味
水軒日記』卷二の記事を抜粋・増補して、『禮白嶽記』という作品にまとめている。
64） 『味水軒日記』卷六・万暦四二年四月一八日条。
65） 『味水軒日記』卷六・万暦四二年四月二〇日条。あるいは、これらの茶果は、風味づけのために茶中に落として進め
るためのものであろう。田芸衡は、これを最も卑俗な飲み方として非難している（『煮泉小品』宜茶）。
66） 『紫桃軒雜綴』卷一。
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ている。贅沢も結構だが、茶をはじめとする文人趣味の真髄は、結局お金で買うことなどできはしない
のだ、という李日華のひそかな自負のあらわれなのであろう。
　なお六安茶について、李日華は意外にも、常々飲んで見たいと思っていたので、そちらに就職した門
生に送ってくれるよう手紙を出したが、結局は手に入らずお手上げだ、と述べている67）。また、福建の茶
についても、閩中の武夷茶は、金華（浙江の南方）の仙洞茶とならんで素質がいいのに、焙煎の腕前が下
手で台無しにされている68）、と述べる程度で、『味水軒日記』にはまず出てこない。清代に半発酵茶が製
造されるようになるまで、少なくとも江南では、福建産の茶が高級品として扱われることはあまりなか
ったのかもしれない。
　李日華が味わった茶の銘柄は、以上に挙げた以外にもまだまだ沢山あるのだが、あまりに煩瑣になる
ため割愛する。結局、李日華が賞味できた茶は、基本的に江蘇・浙江・安徽という、比較的狭い範囲内
で産出されたものに限られているが、これはちょうど、彼の行動範囲と交遊関係とに重なり合っている
ことがわかる。なお、李日華の記述の中には、普段遣いの茶についてはほとんど出てこない。少し残念
ではあるが、それこそ日常茶飯のこととて、わざわざ記すまでもなかったのであろう。
6 ．製茶の技術的側面に関して
6 － 1 ．茶葉の焙煎と茶樹の栽培に対する意見
　李日華は、製茶のための技術的な側面についても言及している。その一つが、茶樹の栽培法について
である。前節 4 － 1 に挙げた、法相寺の住職の静縁から聞いた龍井の土質についての話にもみられるよう
に、李日華は、実際の仕事に携わる人物からいろいろと情報を得ていたようだ。
　「湖州の人が茶の種子ひと缶を持ってきた。彼が言うには、「立春の日に種を播けば、春の深まり
とともに芽を出し、二年で花が咲く。およそ茶樹は移植を嫌うため、必ず実生でなくてはならない。
ゆえに民間で嫁を娶る際には茶を贈って、決して他家へはやらないことを示すのである。茶は風化
した石や砂礫でできた土壌を好む」ということだ。わが嘉興には山が無く、茶の生産者が少ない。
むかし白苧の陳五洲という老人が、庵の前の籬のもとに茶樹を植えていた。晩春になると、手ずか
ら摘んで一斤ほどを焙煎し、自分用に貯蔵するかたわら、清廉で優れた客に供し、風韻の優れたも
のであった。ただその味はやや重く、鮮烈さにおいて山中の茶には及ばない。私は硤石・鷹窠など
の近くから砕いた石や黄土を運んで茶畑を作り、豊かな収穫を得られなくてもかまわないので、自
分で栽培して飲んでみたいと思っている69）。」
67） 『紫桃軒雜綴』卷一。
68） 『紫桃軒雜綴』卷一。
69） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年一二月一四日条。
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　どうやら李日華は、地元の先達のひそみにならい、水はけのよい土をわざわざ運び込んで畑を作り、
自分専用の茶畑を作ってみたいと考えていたようだ。彼のもとには園芸専門の使用人も存在しており、
庭園や書斎には季節の花々が常に供されていた70）。また、李日華自身も庭いじりが好きでもあったため71）、
その気になりさえすれば充分に実現可能であったはずである。
　茶樹栽培のための土壌については、別の所でも繰り返し論じている。
　「茶は風化した石の土壌に生えるものがよく、砂礫の混じる土壌に生えるものがこれに次ぐ。…
（中略）…今、天池は僅かに石の壁を残すのみで、その下には茶畑が畝をなして広がっている。陽羨
もまた耕してこれを植え、あげく牛糞を肥料に使用している。これでどうしてよい茶ができよう
か72）。」
　 2 の唐から宋への変化のところでも引いた文章にもあるとおり、需要の増大に応じて大量の茶葉を生
産するために、茶畑に施肥することは、明代にも盛んになされていたようである。許次紓は、杭州の北
山の茶畑では肥料が大量に使用されるため、芽吹きはよいが香りが薄いと述べる（『茶疏』産茶）。かかる
一般向けの日用の茶に対し、文人の嗜好に適うような高級茶は、収穫量も少なく、特別な手間のかかる
ものであったようだ。
　また、焙煎方法についての意見も重要である。前節 4 － 1 の龍井茶、 4 － 2 の分水貢芽茶、 4 － 3 の普陀
茶、 5 の松蘿茶など、これまでにいろいろと見てきたように、茶葉の素質もさることながら、焙煎の仕
方のよしあしこそが茶の出来栄えを左右するためである。李日華はこう語る。
　「天下にはよい茶があっても、焙煎が下手くそだと台無しにされてしまう。よい山水の風景であっ
ても、俗物が要らぬ手を加えるとぶち壊しになってしまう。よい子弟がいても、できの悪い教師が
だめにしてしまう。本当にどうしようもないことばかりだ73）。」
　江西の九江にある名山、廬山の僧侶に与えた焙煎方法についてのアドバイスには、若き日の李日華の、
技術面に関するたくさんの蘊蓄が込められていて興味深い。やや長文だが以下に紹介しよう。
70） たとえば『味水軒日記』卷二・万暦三八年五月一一日条では、園丁が紅梔・水樨・紫鶴・石竹・剪春羅・十様眉・
柳串魚など、いろいろな種類の花を持ってきており、同卷三・万暦三九年九月一四日条では、黄・白・紫の大輪の
菊を届け、同卷六・万暦四二年九月三〇日条では自家製のみかんを賞味している。李日華の本宅の庭園にある美蔭
斎とその周囲の籬には、数多くの樹木と花卉が植えられていた。また、白苧にある別墅の後圃にも、見事な梅林・
竹林や花圃・菜園が広がっており、ここには盛頤玉なる人物が住み込んで、それらの世話をしていたようである。こ
れについては、別稿にて論じたい。
71） たとえば『味水軒日記』卷三・万暦三九年五月一一日条では、蘭を株分けして、腐った根を取り去り、つぼみのあ
るものを残し、同六月三日には、それらを見事に根付かせることに成功している
72） 『紫桃軒又綴』卷三。土壌に関する前半の件は、陸羽『茶経』一之源の論を踏まえたものである。
73） 『紫桃軒雜綴』卷一。
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　「茶は槐燧と石泉をよしとし、禁火寒食の時（清明節の前日）の前に摘んだものを上等品とする。し
かしながら廬山は冷涼な高山で、山谷は深く険しい。そのため茶のシーズンはやや遅く、穀雨の前
後に新芽を摘むのがよい。
　新しい鍋と木製のかまどを使用し、茶畑の中で炭をおこして炎をあげ、鍋を高温で熱する。つい
で茶を摘んで竹かごに貯え、四・五両ほどになったら、清潔な手で揉んで、溜まった埃や汚れ、ク
モの巣・虫・油分などをぬぐい去り、水気はすっかり取り除かねばならない。鍋が熱くなったタイ
ミングで、四・五両の茶を両手で鍋にあけ、何度もあおってこれを焙煎する。ついで少し火を落と
すが、激しく燃え立たせないようにせねばならない。茶に焦げた点が入ってしまうからである。
　焙煎してはその都度これを別の竹かごに貯え、紙でふたをする。青竹の葉を切り、焙煎の熱を利
用して、数回混ぜていきわたらせれば、芳香を発するのを助け、あわせて湿気を防ぐことができる。
茶が一斤に達すれば、ただちにかめに貯え、あるいは竹かごに入れて密封する。竹かごは梁の上に
掛け、かめは稲わらを焼いた灰の中に埋める。灰に埋めれば湿気を完全に遮断できる。お茶は湿気
に近付けてはならない。湿ると色も味も変わってしまうからである。
　一度にたくさん焙煎してはならない。量が多すぎると火力がいきわたりにくく、下は火が通って
いるのに上は生のままになってしまう。さらに熱気で蒸し焼きになってしまい、下は黒焦げで上も
茶褐色になってしまう。これこそ茶のもっとも嫌うところである。茶は水で洗ってしまうと、本当
の持ち味が抜けてしまう。また、摘んでから一晩置いてはならない。時間が経つと変質しやすいか
らである。これらも是非知っておくべきことである。茶を焙煎するには前夜からの雨が上がり、太
陽がまさに登ろうとする時に、青葱を取るのと同じようにすれば、おのずと香り高く清潔で、洗い
清める手間も不要である。
　廬山の茶は、緑が鮮やかでへたは紫色を帯び、非凡なものである。しかも山にかかる靄で朝晩に
絶えず薫釀されているため、必ずや露の滋養と雲のエキスの妙味に満ちているはずである。しかし
ながら、山僧は焙煎方法を知らないため、たいてい摘んで一晩置き、水で洗って煙を濛々と立てて
しまう。これではよい泉の水で点てたとしても、白磁の碗に注いで水色を見れば赤い塩のような色
を呈し、これを飲めばにかわのような味がする。どうしてこれが名山の産だといえようか。
　私の同年の楊淡中は、お茶マニアで味にうるさく、廬山の茶を飲むたびに、慷慨して「笑談して
渇飲す匈奴の血」と歌っては、その色と味が悪いことを嘲るのである。私は政治家として民の役に
立つことも、風俗を改めるべく教え導く力もないが、ただ茶の焙煎に関してだけは、たしかに請け
合ってもよい。以上述べたことを山中の掟とし、有徳の人の佳境の助けとし、僧侶の悟りに役立つ
よう、これを岩壁に刻んでおくように74）。」
　李日華がここに述べる茶摘み・焙煎・貯蔵の各方法は、許次紓『茶疏』炒茶・収蔵・置頓など、同時
代の茶書に述べられていることと、おおむね同じである。おそらく、九江は李日華にとって、進士合格
直後に推官として赴任したなじみの土地でもあったため、もともと素姓のよい廬山の茶の真価を発揮さ
74） 『恬致堂集』卷三九「焙茶法與廬山僧」。
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せるべく、大いに弁じたものであろう。また、別の箇所では、この話の後日談が語られている。
　「万暦戊戌（二六年・1598）の春、東林寺に滞在し、門人の董獻可・曹不隨・萬南仲らと手ずから廬
山の茶を焙煎し、「浅き碧は教えに従えば凍れる柳のごとく、清き芬は遣らずして飛ぶ花に雑れた
り」の句を得た。点ててみると、色・香り・味ともに絶品であった。残念なのは、焙煎した量が少
なかったため、これを遠く楊淡中に送り届けて、廬山の茶のために嘲りを解くことができなかった
ことである75）。」
　つまり李日華は、自らが述べた焙煎法を実際にやってみて、その正しさを証明してみせたのである。
彼もまた、同年の友人に負けず劣らずの、相当なお茶マニアであるといえよう。
6 － 2 ．茶の盆栽
　『味水軒日記』には、茶樹を盆栽に仕立てて楽しんでいたことも記されている。
　「沈伯淳が茶樹の盆栽一つをくれた。五〇あまりの蕾が付いている。彼は言う。「茶樹は移植して
はいけない。移植すればだめになってしまう。この盆栽は山の中で種を植えて育てたものである。
花が開けば花弁は白く、蕊は黄色く、極めて強く香り立つ。毎年一〇月から花が咲き始め、春に至
るまで絶えることはない。私はこれまで、ただその煮出した汁を飲むばかりで、茶の花の持つ自然
の芳香を知らずにいた。今これをあなたに差し上げて、陸羽や張又新ら茶道の先達たちとともに、
今後は郭槖駝の名をも伝えねばならないことを教えてしんぜよう76）。」」
　「屠生が玉凌茶の樹をくれた。その花の白さとおびただしさは舞い散る雪のようで、同時に素晴ら
しい香りがあった77）。」
　中国近世の文人は花を愛し、これを自らの書斎において鑑賞するために、切り花にして花瓶に生け、
あるいは盆栽を作ってこれを卓上に置き、その美しさと芳香とを楽しんだ。とりわけ明代にはそれが盛
んとなり、袁宏道『瓶史』などの専著が登場するに至った78）。『味水軒日記』にも、梅・松・水仙・蓮・
海棠・蘭・菖蒲など、さまざまな種類の盆栽が登場する。また、盆栽のための器にも凝りぬき、万暦四
75） 『紫桃軒雜綴』卷一。
76） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年九月二四日条。郭槖駝とは、柳宗元「種樹郭槖駝伝」の主人公で、樹木栽培の達人
のこと。沈伯淳は、字は翠水、嘉興の秀水の人。李日華の最も親しい友人の一人で、李日華の著書『雅咲編』に、校
訂者として名を連ねている。書画骨董の鑑賞に通じるかたわら、自宅でおびただしい種類の鑑賞植物を栽培し、と
りわけ盆栽づくりにたけた人物でもあった（『味水軒日記』卷七・万暦四三年五月二一日条）。自らを郭槖駝になぞらえ
て語っていることからも、彼の自信のほどがうかがえる。
77） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年九月一九日条。
78） 中田勇次郎「中国における挿花の習俗」（『文房清玩』三、二玄社、1962年 9 月）164－170頁を参照。
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四年（1616）四月二六日には、万年松の盆栽用にぴったりの、均窯の五彩の水盂を購入しているが79）、当
時はアンティークの陶磁器で盆栽を作ることも流行していた。汪砢玉は、亡父の汪継美とともに、宋代
の定窯の白磁や均窯・龍泉窯の青磁、明代の宣徳の填白や嘉靖の染付などに、さまざまな奇石をあしら
って、百点あまりの盆栽を育てていた思い出を記している80）。
　茶樹そのものまでをも鑑賞の対象としてしまうほど、明末の文人の茶に対する思い入れは深いものが
あったのである。
7 ．名水へのこだわり
　一方、ここまでにも見てきたように、李日華のこだわりは、茶を点てるための水に対しても存分に発
揮されている。なにしろ、日記のタイトルからもわかる通り、自らの斎号を「味水軒」と名付けたほど
の彼のことである。茶に対してと同様、水についても随分いろいろなことを語っているので、今度はそ
ちらに耳を傾けることとしよう。
7 － 1 ．恵山泉の水
　李日華がもっとも愛用していたのは、恵山泉の水であった。さきに 3 － 1 で見た、虎丘茶の弱さを恵山
泉の水で補うという件や、 4 － 1 の、宝雲から入手した龍井茶を恵山泉の水で点てるという件にもあった
ように、李日華は、自宅でとっておきの茶をたしなむ際、この水をよく使っている。
　無錫の恵山山上、恵山寺の裏にある石泉は、張又新によって廬山の康汪谷の水に次ぐ高い評価を受け
て以来、「天下第二泉」としてその名を知られた名水である。玉女河の水を愛好した北宋の蘇軾や、恵山
泉の水を愛した南宋の曽幾（茶山）をはじめ、古来、文人たちはよい水の入手には労を惜しまなかった
（田芸衡『煮泉小品』緒談）。李日華も、やはりこの恵山泉の水を入手するために、わざわざ船を仕立てて使
用人を差し向け、かなりの量の水を定期的に運搬させている81）。嘉興から見て、無錫は蘇州よりもさらに
向こうに位置し、往復で約二〇〇里の行程であった。『味水軒日記』卷三によれば、万暦三九年（1611）
七月二五日に派遣した船が、同年八月一日に水を持ちかえっており、所要日数はおよそ一週間であった82）
［図 3 ］。
　李日華は、万暦三七年（1609）三月二七日には、届いたばかりの恵山泉の水で、やはり五日前に昭慶寺
の雲山から送られてきた新茶（火前新芽、おそらく龍井茶の最高級品）を点てており、色・香り・味、ともに
絶品であったという83）。友人たちも彼の好みをよくわきまえていたようで、手土産に恵山泉の水を持参し
79） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年四月二六日条。
80） 汪砢玉『珊瑚網』卷五「法書題跋」黄涪翁正書法語眞蹟。
81） 『味水軒日記』卷卷六・万暦四二年七月一三日条ほか。
82） 『味水軒日記』卷三・万暦三九年七月二五日条、同八月朔日条。この時ある客人から、この年の五月に、隣の嘉善県
の川岸で泉が突然湧き出し、その水質はたいへん優れていた、という話を伝えられた李日華は、手近な場所で名水
を得られる、と大喜びしている。前掲図 1 も参照のこと。
83） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年三月二七日条。
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ている84）。また、万暦四一年（1613）三月一日には、道教の聖地として有名な茅山からの帰路、自ら恵山
泉に立ち寄って水を汲んでいたりもする85）。
　さらに李日華は「松雨斎運泉約」を著し、友人たちに恵山泉の水の共同購入を呼びかけている。その
うたい文句には、遠く離れた恵山泉の名水を、費用も手間もかけず、必要な時に必要なだけ手に入れら
れる、とある。そして、文末の契約書に記された内容は、次の通りであった。
　「水を運搬するための船賃として、甕ひとつにつき銀三分。甕の代金は、良質のものなら一個あた
84） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年四月七日条、同六月二五日条。
85） 『味水軒日記』卷五・万暦四一年三月朔日条。
図 3 ．文徴明《恵山茶会図》（部分）。上は上海博物館所蔵のもの（『中国古代書画図目』二（文物出版
社、1987年 9 月）滬 1 －0589、327頁）、下は北京故宮博物院所蔵のもの（『中国古代書画図目』二〇
（文物出版社、1999年 6 月）京 1 －1343、226頁）。正徳一二年（丁丑・1517）二月一九日、文徴明が
友人たちと惠山泉で催した茶会を描いた作品。四阿の下の井戸、樹下の卓子に置かれた茶器、
炉に据えられた湯沸かしなどが描かれる。
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り銀三分、普通のものは銀二分。甕の蓋はそれぞれ銀三厘から四厘。自分で用意すればいずれも無
料。水が到着すれば各自に知らせるので、自分で持って帰ること。毎月上旬に代金を徴収し、中旬
に水を運び、月に一回新鮮な水を届けることとする。希望者は、帳簿に登録するため、左記のフォ
ームにサインのうえ提出されたし。あわせて必要な甕の数も記入し、その分の代金も添えること。
尊号某・用水某個・某月某日付、松雨斎主人謹んで訂す86）。」
　『味水軒日記』には、一回の船便で甕二〇個から二五個分の水を運んでいることが記されており87）、こ
れが李日華とサークル仲間にとって一月分の所要量であることがわかる。このサークル活動に、実際に
参加した者がどれほどいたのかは、残念ながら不明であるが、おそらく、嘉興在住の趣味を同じくする
友人・知人や、詩社の同人などとともに楽しんでいたであろうと思われる。
7 － 2 ．西湖の水
　 4 節においても挙げたように、杭州周辺の山中には数々の名泉が存在し、李日華は杭州を訪問するた
びに、それらの水を使って点てた茶を賞味していた。彼はさらに、西湖の水も利用している。
　「あまりに暑いので、船を出して浄慈寺まで行き馬天城88）と僧侶の元津を訪問し、龍王堂の水を三
缶汲んで帰ってきた。西湖の水は、もともといろいろな泉の水が集まっているため、味はきわめて
甘美である。また水門があり、水が入れ替わるため、各地の泉の水に劣るものではない。ただ、遊
覧船の艪や水草取りの船によってかき乱されるため、どうしてもゴミや砂が混じってしまう。龍王
堂は六橋の中間の三橋にあり、水はやや深く繁華街からも遠いため、そのよさが保たれている。お
よそ泉は山の下から流れ出たばかりなので、水は冷たく味は薄い。流れが集まり溜まった水は、水
質が柔らかく質が良い。南冷泉は長江の真ん中に湧くため、千里にわたってよい成分を含み込んで
おり、そのため最も素晴らしいのである89）。」
　「杭州の西湖の水は、五石の大甕に汲んで貯めておき、六・七日ほど置いて夾雑物を沈殿させると
よい。風雨のある日は覆いをかぶせ、晴れたらこれを取り払い、日月星辰の気を受けさせる。これ
で茶を点てると、甘く芳醇な味わいとなり、恵山泉の水にも遜色がない。渓谷から流れ出した水が、
86） 『紫桃軒雜綴』卷三。鄭培凱・朱自振主編『中国歴代茶書匯編校注本』上（商務印書館、2007年 3 月）492頁の、李日
華「運泉約」注釈11では、松雨斎主人を元末明初の平顕の斎号とするが、彼の文集『松雨軒集』には「運泉約」は
収められていない。『味水軒日記』の記述から見て、この文章は李日華自身の手になるものであり、松雨斎は李日華
の斎号と考えるべきである。
87） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年三月二七日条、同卷六・万暦四二年七月一三日条。
88） 馬天城は、詳細は不明ながら、杭州在住の李日華の友人で、李日華の内兄の養白（『味水軒日記』中に頻出）とも深い
かかわりがある人物であった。李日華は彼のために「馬天城制義序」・「馬天城稿序」などを著している（『恬致堂集』
卷一六）。
89） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年八月二日条。浄慈寺は、雷峰塔のたもとにある古刹。六橋とは、西湖を南北に結ぶ
蘇堤にかかる六つの橋で、西湖十景の一つ。龍王堂は北から数えて三番目の橋のたもとにある。
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一か所に集まって溜まると、それはただの水ではなく、よい成分が多く含まれるため、味も自然と
豊かになるのである。以上の理屈から考えると、およそ湖の深い場所の水は、貯えて澄ませれば、
浅い流れの水よりもはるかに勝り、淀んだ井戸水は生臭くて味が薄く、茶を点てるのに適さない、
ということが分かる90）。」
　李日華は、同時代の茶書に述べられる内容を踏まえつつ、西湖の水そのものの利用とその利点いう、
他ではあまり論じられることのない話題について、独自の議論を展開している。ここでも、李日華にと
っての良質の水の評価基準が、恵山泉の水に置かれていることがわかる。
7 － 3 ．秀水と日用の水について
　さすがの李日華も、自宅で茶を点てるための水を、すべて恵山泉でまかなっていたわけではない。彼
が住んでいた嘉興は、「沢国」という別名にふさわしく、太湖から流れ出る水によって形成された滮湖・
鴛鴦湖などの湖によって、城郭の周囲を取り囲まれていた。そこはまた、蘇州と杭州とを結ぶ大運河が
走る交通の要衝でもあった。李日華は、井戸水や泉水が利用できない場合には、これらの湖から水を汲
んできて、使用していたようである。
　「冬至に入ったが、時折晴れて暖かく、雨も雪も降らない。河の流れは涸れ、井戸も泉もふさがっ
てしまったため、使用人に命じて先月亭のたもとまで船を出し、そこで水八缶を汲ませ、これを澄
ませてから茶を点てる水とした。いわゆる「秀水」とはこれである。父老が伝えるところによれば、
八月の秋晴れの空に月の輝く夕方になると、水面には五色の光が浮かび、その光り輝くさまは、真
珠が炎をあげ金を鎔かしたかのようで、しばらくしてから消えるのだという。思うに西北の天目・
双渓や、西南の皐亭・秦望などの流れが、曲がりくねって達し、すべての水がここに集まった後、
東北に流れて海に入るため、よい成分が蓄えられ、こうした奇観を呈するのであろう。秀水県の名
はこれに由来するが、その水の貴重さを知る者は誰もいない。まことに日々利用しながらそれを知
らないというべきで、嘆かわしいことだ91）。」
　「水の性質は、あるいは流れ、あるいはとどまろうとする。とどまれば乱れ騒がず、塵土を交える
ことはない。流れれば新鮮で、滞って腐ることはない。わが故郷の河川は、港では大変活気があっ
て、城下の水面に映る影もまた愛すべきである。そこからやや遠いところを選び、船をやって水を
汲み、しばらく貯えておけば、茶を点てるのに使うことができる。その水は井戸や泉の水より数倍
90） 『六軒齋筆記』卷一。
91） 『味水軒日記』卷六・万暦四二年一一月二六日条。先月亭は不詳。『崇禎嘉興縣志』（李日華も編纂に携わった地方志）
によれば、嘉興城の北側には、城郭を半月形に取り巻く月河が西から東に流れていたが（卷五「建置志」古蹟）、城の
すぐ北にある北麗橋を越えると（卷三「建置志」橋梁）、その先は秀水と呼ばれていた（卷五「建置志」古蹟）。おそら
く水を汲ませた先月亭の地点は、嘉興城の北東に位置していたと思われる。
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優れているのだ92）。」
　遠くの名水もよいが、近くにある普段遣いの水であっても、美味しく茶を飲むことができるのだ、と
いう李日華の主張には、多少の地元びいきが混じっているとはいえ、他ではあまり論じられることもな
いため、傾聴すべきものがあろう。
　これ以外にも、李日華はまだまだ多くの水を賞味しているのだが、これまたあまりに煩瑣になるため
割愛しよう。
8 ．李日華にとっての喫茶の楽しみについて
8 － 1 ．評価のポイント
　李日華が茶を味わう上での評価のポイントは、味・水色・香りの三つにあったといえる。このことに
ついては、これまで紹介した史料中にもたびたび言及されてきたところであり、繰り返しになるのだが、
彼自身の言葉で今一度紹介しよう。
　「茶はまさしくその味でもって人の混濁した精神を洗い清めてくれるものだが、物好きな連中は、
水色が無色透明であることを貴び、香りがあることを責める。しかしながら、香りがあるのはかま
わないが辛辣であってはならず、無色であるのはかまわないが、味が無くなってしまうほどではい
けない、というべきである。およそ物事には意を用いるべきところははなはだ多いが、まったくそ
の正しきを得ていないのは、果たしてただ茶ばかりなのであろうか93）。」
　水色が無色透明であることをよしとする風潮とは、 3 － 1 に見た、虎丘茶をもてはやす一般的な評判の
ことである。これに対して李日華が主張するのは、どれか一つが優れているというのではなく、三つの
要素がバランスよく取れていてこそ、茶の真味が味わえる、ということらしい。また、明人にふさわし
く、李日華は茶に混ぜ物をすることに対してこう非難する。
　「「雞蘇仏、橄欖仙」とは、宋人が茶を詠じた語である。雞蘇とはハッカのことであり、口に含め
ば香りが強烈である。橄欖を噛み続ければ、いつまでも甘い味が尽きない。この両者の特徴を合わ
せたものは、たしかに茶の持ち味に近いといえるのだが、かえってこれを求め過ぎれば、たちまち
魔境に陥ってしまう。世間には、ショウガやニッキや糖蜜などを茶に加える者がいるが、あまりに
香りや甘みを求め過ぎだといえよう。仏といい仙というからには、当然ながら空玄虚寂のうちに黙々
とこれを求めるべきであり、それを味わい分ける舌の持ち主でなければ、共に茶を語り合うことは
92） 『六軒齋二筆』卷三。
93） 『紫桃軒又綴』卷一。
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結局のところ難しいのである94）。」
　ましてや、チベット風のバター茶などは論外であった。
　「鍾幼芝が私に匕首を一本贈ってくれた。羊の角のように湾曲し、柄の部分はメノウでできてお
り、切っ先の鋭いことは錐のようである。彼が言うには、西域の僧侶がこれでバターを切り分けて
茶を点てるとのこと。西域の人は、茶を薬とし、バターを食糧としている。南北朝の時代に、北魏
は茶を嘲って酪奴といい、梁はバターを指して生臭ものとさげすんだ。今この僧侶たちはこの両者
を混ぜ合わせているが、いったいどんな味を作ろうというのであろうか95）。」
　ところが意外にも、バター茶を愛飲する人々は、李日華のすぐ身近にいたのである。万暦四〇年（1612）
二月一七日、昭慶寺の僧坊に滞在中の、西域諸国の諸言語に通じたチベット（烏思蔵）の老僧、姑洛（Dge 
gros）に出会っている96）。また、天啓四年（1624）九月九日、嘉興の真如寺にある長水法師（北宋の華厳宗の
高僧、子璿）の墓参りをした折には、鎖喃嚷結（Bsod nams lcaṇ can）なるインド僧（梵僧）に出会っている。
彫りの深いエキゾチックな顔立ちで、漢語をよくする彼は、西域の高昌国で得度した後、インド・チベ
ットを歴訪したという。やがて、成化年間に国師となった班的答（Panḍịta）を慕って、四人の仲間と共に
五台山の羅睺寺に到来、万暦三〇年（1602）には北京の双林寺に招かれ、宮中で大掛かりな祈祷を行い、
高位を授けられた。その後、天台山へ赴き、納川なる僧侶の招きで嘉興にやってきたという97）。
　このほか、自らの書斎に「烏思蔵仏の大小百余躯」をコレクションしていた汪継美（ 6 － 2 参照）や、『書
画記』の著者、呉其貞の同族で、北京の内府に由来する「度金の烏思蔵仏」の蒐集家であった「師利兄」
呉明本98）など、李日華の周辺にはチベット仏教の仏像を愛好する人物が存在していた99）。彼にとって、西
域の仏教文化は決してかけ離れた遠い世界のものではなかったのであり、バター茶の実際についても見
聞する所があったのであろう。
94） 『紫桃軒雜綴』卷一。
95） 『六軒齋筆記』卷二。
96） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年二月一七日条。姑洛についての詳しい事績は不明。
97） 『六研齋筆記』卷二。明代中期の朝廷におけるチベット仏教崇拝は盛んであり、成化年間の北京には数千人のチベッ
ト僧が在住していた。彼らにはさまざまな位階が与えられ、国師もその一つである。班的答については、伝記史料
は現存しておらず、北京の大能仁寺にいたこと以外に詳しいことは不明であるが、当時北京にいた数多くの国師の
一人であったようだ。また、鎖喃嚷結についても、李日華が伝えるところ以外は不明である。佐藤長「明廷におけ
るラマ教崇拝について」（『中世チベット史研究』同朋舎、1986年 3 月）299－304頁を参照。
98） 呉明本（1584－1641）については、范鳳翼『范勛卿文集』卷五「明新安太學生師利呉君墓誌銘」、呉其貞『書畫記』卷
一「馬和之豳風圖紙畫一卷十則」、また、井上充幸「徽州商人と明末清初の芸術市場―呉其貞『書画記』を中心に」
（『史林』第87巻第 4 号、2004年 9 月）42頁の註 5 を参照。呉明本は質屋業を営み、毎年八・九月に骨董市が開かれる休
寧の龍宮寺の再建に大金を投じたりする傍ら、江蘇・浙江を往来して陳継儒ら数多くの文人と交際した。
99） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年九月二日条によれば、李日華は、杭州の菩提寺の僧、宗朗が所有していた「烏斯蔵
仏」三体を鑑賞し、兜のような帽子をかぶる比丘の姿をした像がよい、と述べている。
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8 － 2 ．道具へのこだわり
　茶の真価を正しく見極める上で、道具選びも大切なポイントであった。『味水軒日記』に記された茶道
具の種類は意外に少なく、茶杯が主であったが、その役割は重要であった。品質のよい白磁製の茶杯は、
点てた茶の水色を見極めるのに必須だったからである。
　「万暦初頭の御窯で焼かれた、真言字（梵字）の茶杯を二つ購入したが、たいへん精緻にして風雅
な愛すべき品である。近頃、善鄯国からコバルトが枯渇したと告げてきたため、景徳鎮の陶工たち
は、みなそれを薄めていい加減に描くようになってしまった。焼き物の製造がますます増加したと
はいえ、おそらく本来の美しさを取り戻すのは困難であろう。しかしながら、建窯で焼かれた白磁
の器は、最近ではとてもできがよくなってきている100）。」
　「蘇州の閶門に宿泊し、精良な磁器を四・五〇件購入した。これで恵山の空寒の泉も、虎丘の無色
の茶も、随意に試すことができる。まさしく幽棲の秘宝たるに足るであろう101）。」
　このほか日記中には、不灰木の茶炉102）と、嘉興の名匠、黄元吉が製作した錫製の茶注103）が出てくる
が、当時流行の宜興紫砂壷などについての言及はない。また、アンティークの陶磁器は、鑑賞用の骨董
品であり、茶道具としての使うのにふさわしくないと考えられていた104）。李日華にとって、茶道具とは
あくまで実用に供すべきものであったようだ。
8 － 3 ．喫茶の効能と楽しみ方をめぐって
　李日華は、喫茶の効能についてこう論じる。
　「茶とは、その芳醇さと清冽さでもって精神を洗い清めるものであり、書を読み道を談ずる場合以
外、みだりに用いるべきではない。しかしながら、本当にその道に通じた人物でなければ、茶の深
い味わいをきちんと評価することは困難である。私はかつて、しわがれ声で歌う曲と無色の茶をよ
しとする、時流の持論を嘲笑したことがある。しわがれ声とは啞も同然であり、いにしえの遶梁の
余音や遏雲の曲といえども、ついに馬鹿げた代物になり下がってしまう。茶にもし色が無ければ、
芳醇さと清冽さは必ず減じてしまう。しかも芳醇さは鼻で嗅ぎ、清冽さは舌で味わうものである。
100） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年八月七日条。善鄯（鄯善）国とは楼蘭のことだが、この場合は、コバルト顔料（回
青）の輸入先である西域のイスラーム諸国を指す。
101） 『味水軒日記』卷二・万暦三八年四月一四日条。
102） 『味水軒日記』卷五・万暦四一年五月八日条。
103） 『味水軒日記』卷七・万暦四三年正月二九日条。黄元吉は帰懋徳と並び称される名手で、彼らの作った錫製の茶注は、
時大彬や陳用卿らの手になる砂罐とともに、一点あたり五・六金という高値で取引されたという（張岱『陶庵夢憶』
卷二「砂罐錫注」）。
104） 文震亨『長物志』卷一二「香茗」茶盞。
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色の有無は目で見極めるものであるが、他の五官を働かすことなく真価をそれだけで判断するとは、
なんたるでたらめであろうか105）。」
　ここであげつらわれている時流の持論とは、具体的にはやはり、 3 － 1 に見た無色透明の虎丘茶をもて
はやす風潮のことであろう。これに対して李日華は、さきに 8 － 1 でも見たとおり、茶の本来の持ち味で
ある香りと味と水色とは、相互に関連し合っているのだから、鼻と舌と目とによって、それらすべてを
総合的に味わうべきである、と主張する。そしてまた、彼はこう語る。
　「一室を清め、ベッドとテーブルをそこに置き、炉で香を焚き茶をポットに入れ、ほかに余計な物
は置かない。ただ一人そこに座して想いを凝らせば、自然と清霊の気が湧き上がり、我が身に集ま
ってくる。清霊の気が集まれば、世界に満ち満ちた悪濁の気は、部屋の中から次第に消え去ってい
く106）。」
　文人の書斎は、肉体と精神を鍛錬するための養生法を、日常的に実践する修行の場でもあった107）。李
日華の述べるところもまた、座禅による精神修養に通ずるものであり、そうした場面にこそ茶はふさわ
しい。当時の茶文化が仏教寺院において発展した理由はここにあった。一人静かに精神を集中させるこ
とによって、茶に対する五官の働きもいよいよ研ぎ澄まされていく。喫茶の楽しみとは、とりもなおさ
ず深い精神性の発露の中にこそ存在するのであり、極めて私的・内面的な領域に属するものだったとい
える。
　そして、こうした楽しみを分かち合うことのできる相手は、当然ながら心許せる親しい人物に限られ
ることとなる。万暦三七年（1609）一〇月一四日の夜、李日華が、息子の李肇亨とともに、文徴明の小景
一幅と、その息子の文嘉の手になる青緑の大幅を鑑賞した時のこと。
　「これらを書斎の飾りのない壁に掛けて鑑賞した。すっかり夜は更けて真夜中を回ったが、なおも
息子の肇亨とともに茶を点てロウソクを灯し、じっくり味わい尽くしてやまなかった。芸術を享受
するためには、その瞬間に精神の高みにまで達することこそが大事なのであり、どうしてわざわざ
遠い古人の王維・李思君・荊浩・関仝などを求める必要があろうか108）。」
　李肇亨は芸術家としての天分に恵まれ、とりわけ画家としての腕前は、父の李日華も充分に認めると
ころであった。趣味を同じくする父子の、静かな喜びに満ちたひと時は、茶の芳香によって満たされる。　
105） 『六軒齋筆記』卷一。遶梁は、春秋時代の歌の名手、韓娥の故事（張華『博物志』）、遏雲は、『列子』湯問篇の句によ
る。
106） 『六軒齋三筆』卷四。
107） 具体的には、大平桂一「日日と四季の健康法」（荒井健編『中華文人の生活』平凡社、1994年 1 月）178－189頁を参照。
108） 『味水軒日記』卷一・万暦三七年一〇月一四日条。
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おそらく自分たち父子の姿を、文徴明父子のそれに重ね合わせていたのだろう109）。今は失われた李日華
の著書に、『書画想像録』なる作品が存在したことが想い起こされる。
　万暦四〇年（1612）八月五日、李日華は、会試を受験する李肇亨に付き添って杭州にやってきていた
が、この日、手違いのため試験官が到着していない、という前代未聞の理由で、会試は急遽中止されて
しまった110）。その四日後の記事にはこうある。
　「細かい雨が降って寒々しい日であった。同宿の受験生たちは、みな試験の機会を棒に振ってしま
ったため、がっくりとふさぎ込み、嘆き悲しむ声が至るところから聞こえてきた。私は茶を点てる
よう命じ、息子の肇亨と向かい合って茶をすすりつつ、古今の書法・画法について縦横に論じあう
ことで、不平不満を紛らわしてやった。そうすると息子も八股文を一章作ったりして、心が落ち着
いたようであった111）。」
　大切な一人息子を気遣う、李日華の親馬鹿ぶりが伝わってくるようで微笑ましい。ここでも茶は、心
に安らぎをもたらすための役割を果たしている。結局、この年の会試は、予定より二十日遅れて、八月
二九日に初場、九月二日に二場、九月五日に三場が実施されることとなった112）が、占い師の勧めに従っ
て事前に方違えまでやった113）にもかかわらず、九月一七日の合格発表の結果、李肇亨は残念ながら不合
格であった。この年、嘉興府からの受験生は全滅であったという114）。
　また、『味水軒日記』には、少し変わった場所で茶を楽しんでいた様子が記されている。まず、万暦四
二年（1614）の初冬の記事から。
　「杭州の厳華亭が、巻軸を携えて屠氏の廃園に滞在していたので、方樵逸115）とともに訪問した。こ
の日は白雲が空に映え、黄葉が地を覆い、茶炉と香炉から立ちのぼる煙が混じり合っていた。そこ
109） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年一一月二〇日条によれば、陳継儒が李日華父子のもとを訪れ、彼らを米芾・友仁父
子や李思君・昭道父子になぞらえて褒めあげているが、これはさすがにお世辞が過ぎるだろう。
110） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年八月五日条。
111） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年八月九日条。
112） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年八月二六日条。
113） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年七月二〇日条。
114） 『味水軒日記』卷四・万暦四〇年九月一七日条。『味水軒日記』によれば、李肇亨はすでに前回の会試に挑戦して失
敗しており、この時も李日華は、不勉強なまま若くして合格してしまった輩などは、たいてい大成しないのだから、
この挫折を糧に学問に励め、と慰めている（卷一・万暦三七年八月二九日条）。また、三年後の万暦四三年（1615）にも
受験しているが、やはり失敗、もはや李日華は何も語っていない。結局、李肇亨は生員のまま明清鼎革を迎え、そ
の後は剃髪して僧侶となり、珂雪と号して隠棲した。彼については、また稿を改めて論じたい。
115） 方樵逸は徽州出身の書画骨董商人で、李日華とは三十年来の付き合いであった（『恬致堂集』卷三五「方樵逸像贊」）。
『味水軒日記』の中には、方巣雲・方巣逸・方丈室など、方姓の人物が複数登場するが、万木春は、それらはすべて
同一人物を指すと論じる。万木春「由《味水軒日記》看万暦末年嘉興地区的古董商」（『新美術』28、2007年11月）16－
17頁を参照。
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の主人は徽州の歙県出身の呉宇暘で、彼の妹婿の王生は、私の幼馴染である。三・四人の閑人が、
それぞれ青銅器や玉器を出してきたので、がらんとした堂宇に上がってそれらを撫でまわしている
うちに、知らず知らずのうちに、耳も目もはっきりと澄み切って気持ちが朗らかになり、俗世間に
暮らしているような気がしなくなってきた。残念なのは、鑑賞した法書・名画の半分以上が偽物だ
ったことで、それだけが物足りなかった116）。」
　そして、その二年後の端午の節句にも、同じ趣向の会合を行っている。
　「五月五日、菖蒲酒を飲んだ後、呉仲賢・息子の肇亨とともに、范氏の廃園に行ったが、借家人に
拒否されてしまったため、入る事ができなかった117）。」
　「五月六日、再び仲賢・肇亨、そして甥の曹弘宇も加えて、范氏の廃園に行ってみた。借家人が外
出しており、その人物と曹弘宇が親しい間柄であったのを幸いに、使用人を呼んで鍵を開けさせ、
掃除をさせて茶を出させ、万事が思いどおりであった。そこでまず、墨兵斎に入って石庭を拝見し、
ついで桂台観に登った。蘭亭の鑓水が曲がりくねっているあたりなどは、はなはだ荒れ果てた感に
満ちていた。ここの主人はこの廃園を手放そうと考えているらしく、息子は私に隠居所として購入
するよう勧めたが、なお躊躇して眺めるばかりであった118）。」
　こうした廃園趣味は、おそらく［図 3 ］に見るような、山林における隠逸の茶会を模したものであろ
う。李日華も述べるとおり、嘉興はこれといった山のない平坦な「沢国」であったため、いざ山に入ろ
うと思えば、それなりの時間と労力をかけて遠くまで出かけねばならなかった。そこで、廃園に入り込
んで、朽ち傾いた楼閣で茶を啜り、荒れ果てた木々を眺めつつ、山中に暮らす隠逸の気分に浸ってしま
おう、という趣向だったのである。なかなかにお手軽かつ飄逸なアイデアであるといえよう。
8 － 4 ．心すべきこと
　李日華は、喫茶を楽しむ上で、あれこれと禁止事項を述べることも忘れない。
　「美しい花を観賞する際には、同時に曲に合わせて歌うべきではなく、よい茶を点てる際には、同
時に香を焚かないほうがよい。耳・目・口・鼻の感覚は互いに関連しあっているのだから、その妙
味を全面的に味わえなくなることを恐れるためである119）。」
116） 『味水軒日記』卷六・万暦四二年一〇月一六日条。
117） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年五月五日条。
118） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年五月六日条。
119） 『紫桃軒雜綴』卷一。
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　「よい茶は食事に合わせるべきではなく、まして酔い醒ましに使うなどはもってのほかだ。酔っ払
えばむやみに喉が渇き、せっかくの優れた茶の味わいをめちゃめちゃにしてしまう。よい茶は、な
にも俗流の客に対して出し惜しみするばかりではないのである。もしも日々の雑用に追われ、あれ
これ思いを巡らす暇もないのであれば、たとえ茶を点てても、むしろそれを冷まして蘭の花に注い
でやった方がよい。断じて、俗世にまみれたはらわたでもって、我が大切な茶を汚すわけにはいか
ないのである120）。」
　「よい茶とよい泉水があるからといって、軽々しく試飲しない。特別な香があっても、やはりむや
みに焚かない。必ず空がよく晴れ渡るのを待ち、簾をかけてテーブルを清め、法書・名画を広げた
ら、はじめてこれらを楽しむ。その味わいを尊ぶうちに、香りはふつふつと鼻を打ち、口の中には
津液が湧き出す。やがてそれらは精神の奥深くにまで染み透り、導引による気の循環がなされる。
もしも、みだりに俗流の客に茶を進めたり、自分に精神的余裕が無いのにむやみに茶を飲んだりす
れば、それこそ「天物を暴殄す」（『書経』武成）というべきであり、どぶに捨ててしまうのとなんら
変わらないのである121）。」
　これらの戒めもやはり、喫茶の妨げとなる余計な要素を排し、五感の霊能を十全に発揮させることに
よって、純粋に茶の持ち味を楽しむためのものであったといえる。そしてそこには、日本の侘び茶の精
神に通じるものが、どことなく感じられる。
9 ．むすびにかえて
9 － 1 ．文人趣味の一環としての茶
　ある会合の席上、門人たちから請われた李日華は、文人趣味に必要なアイテムのランキングをおこな
っている。
　「晋・唐の墨蹟が第一、五代・唐・北宋の絵画が第二、隋・唐・宋の古法帖が第三、蘇軾・黄庭
堅・蔡襄・米芾の真蹟が第四、元人の絵画が第五、鮮于枢・虞集・趙孟頫の真蹟が第六、南宋の馬
遠・夏珪の絵画が第七、明の沈周・文徴明らの絵画が第八、祝允明の行草書が第九、その他の名人
のいろいろな書作品が第一〇、秦・漢以前の青銅器で緑青のあざやかなものが第一一、古代の玉器
が第一二、唐の硯が第一三、古琴や古剣の有名なものが第一四、五代・宋の優れた版本が第一五、
ごつごつして秀でた姿の石が第十六、くすんだ緑の突兀たる老松や、針のように細い菖蒲の、よい
鉢に植えられた盆栽が第一七、梅・竹などの草木で、すがすがしい味わいのあるものが第一八、舶
120） 『紫桃軒雜綴』卷一。
121） 『紫桃軒雜綴』卷一。
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来の香り高い香料が第一九、外国産の美しい宝物が第二〇、よい茶とよい酒が第二一、山海の珍味
が第二二、輝くような白磁や秘色の陶磁器は、古今にかかわりなく第二三。そのほか、白いご飯と
緑の野菜、布の上着と籐の杖もまたおしゃれなものだ。士人たるもの、アイテムを楽しく使いこな
すためにはそのランキングを知っておくべきで、それはあたかも、漢の凌烟閣における序列を、英
明な君主がよく見抜いていたようなものなのだ122）。」
　最後にちょっとした記憶違いがあるのはご愛敬だが、書画骨董をはじめ、書斎に置くにふさわしいア
イテムが列挙される中、茶は第二一位にランク付けられており、彼が趣味生活を送る上で欠かせないも
のであったことがよくわかる。
　以上、李日華の茶に関する意見をいろいろと見てきたが、必ずしもそこには、とりたてて目新しい議
論やユニークな見解が示されている、というわけではない。彼はまた、書画骨董の目利きとして、題跋
やエッセイという形で、深い洞察力に満ちた印象記を多数書き残していたりもするが、茶の場合と同様、
そうした自らの議論を総合して体系化していこうとする志向は、彼の中では極めて希薄であった123）。お
そらく李日華は、自分にとっての文人趣味を、あくまで素人の余技としての楽しみという範疇に、自覚
的に留めておこうとしていたのであろう。あえて専著を世に問わなかったのは、そのことの表明であっ
たのかもしれない。
　李日華の書き残した文章を読むと、彼はとりわけ精神面でのバランス感覚に優れた人物だったのだろ
う、という印象を受ける。董其昌や李贄をはじめ、エキセントリックでアクの強い個性派の文人を多数
輩出した明末にあって「恬澹和易124）」と評される李日華の個性は、ともすれば地味で、場合によっては
無個性にすら見えてくるほどである。結局彼が、茶をはじめとする文人趣味にまつわる数々のアイテム
に求めたのは、それらの持つ「韻」を味わうことにあったのだろう。かれは、ものの優劣を定め、それ
を声高に主張するのではなく、虚心に対象に接し、その良い点と悪い点とを冷静に見極めようと努めた
のであった。さきに挙げたランキングも、李日華自身が「戯れにやってみた」と述べているように、あ
くまで一応の目安であって、順位そのものにさほど意味があるとは思えない。なにしろ『味水軒日記』
には、書画骨董、茶や酒や花、外国の奇談珍談、街の噂や宮中のスキャンダルに至るまで、雑多な記事
が散乱しているのである。彼の中で、これらはいずれもみな等価であって、その時の関心次第で、いく
らでも順位は交換可能であった。
　項元汴の孫で、李日華・肇亨父子らにその才能を愛された画家、項聖謨は、明清交替直後の1652年、
友人の張琦と合作で《尚友図》（上海博物館蔵）を描いた。この絵には、項聖謨自身と董其昌・陳継儒・李
日華・魯得之・釈智舷らが描かれ、過ぎ去った明末の日々における彼らとの交友を懐かしむ、痛切な思
いが込められている。項聖謨は、その跋文において、明末の豊かで平和な時代を存分に享受し、明清鼎
122） 『味水軒日記』卷八・万暦四四年正月一七日条。凌烟閣の故事とは、唐の太宗が、開国の功臣二十四名の肖像画を凌
烟閣に描かせたというもの。おそらく李日華は、前漢の宣帝が、未央宮の麒麟閣に中興の功臣十一名の肖像画を描
かせた故事と混同してしまったのであろう。
123） 古原宏伸「晩明画評」（『中国画論の研究』、中央公論美術出版、2006年 8 月）181頁の指摘による。
124） 『明史』卷二八八「列傳」一七六「文苑」四「李日華傳」（附載王惟儉傳）。
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革の苦難も味わうことなく世を去った彼らに対し、「なんと幸せな人たちであろうか」と述べてやまな
い125）。
　「私は、絵のことについてはなんの取柄もないが、それでも意に留まるものがあれば、ついそれに
深くのめり込んでしまう。かつてこのような句をものしたことがある。「画 成れども未だ人の将に
去かんとするに擬せず、茶 熟し香 温まれば且し自ら看るのみ」と。また笑うべきである126）。」
　これは李日華自らの言葉による、みごとな自画像である。いったい李日華という人物は、日常生活の
中で培われた、自身のセンスに対する絶大な自信をもとに、五感をフルに活用して、目前のさまざまな
対象に戯れるエピキュリアンであった、といえよう。
9 － 2 ．仏教寺院そして日本との関わり
　最後に、文化交渉学に関わる研究としての観点から、今後の課題について少しだけ述べておきたい。
　上述の文中の随所において、仏教の僧侶あるいは寺院との関わりについて触れてきたが、明代の茶文
化の重要な担い手であった彼らの事績については、いまだ充分には明らかにされているとはいえない。
文人たちのと関わりの中で、彼らがいかなる役割を果たしてきたのか、そのことについて理解を深める
ことは、当時の文人趣味を研究する上で、避けて通ることのできない問題であり、私自身の今後の課題
でもある。雑駁な内容に終始したものの、この拙文を最初の一歩として、これに取り組んでいくことと
したい。
　そして、当時の茶文化と仏教との関わりを明らかにすることは、日本における茶の歴史を考える上で
も重要な意味を持つ。なぜなら、明朝の滅亡を受け、日本に渡来した黄檗宗の僧侶たちにより、当時最
新の中国流の喫茶スタイルが移入されたためである。そしてこのことが、日本における煎茶道のルーツ
となった、と言われている127）。日本の煎茶道に関しては、まだまだ明らかにされていない点が多いとさ
れているが、こうした問題を解き明かすうえでも、明代の中国における茶文化の実相、とりわけ仏教の
側面に迫っていくことは、やはり欠かすことはできない。あわせて今後の課題としておきたい。
【付記】脱稿後、郭孟良「明代の喫茶の風尚」（高橋忠彦編『東洋の茶』（茶道学大系 7 、淡交社、2000年 7 月）所収）の
存在を知った。明代の茶文化について幅広く論じた内容であり、本稿とも多くの部分が重なる。あわせてご参照いただ
きたい。
125） 李鑄晉「項聖謨《尚友圖》」（『上海博物館集刊』第四期、1987年 7 月）を参照。
126） 陳田『明詩紀事』庚籤卷七所引『竹嬾畫媵』。
127） 大槻幹郎『煎茶文化考 文人茶の系譜』（思文閣出版、2004年 2 月）を参照。
